
    

１ 

五
十
音
図
の
中
か
ら
、
ち
が
っ
た
か
な
で
、
場
合
に
よ
っ
て
同
じ
発
音
を
す
る
か
な
を
、
二
組
書
き
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 

五
十
音
図
を
使
っ
て
暗
号
文
を
作
り
ま
し
た
。
例
を
参
考
に
し
て
、
次
の
暗
号
文
を
そ
れ
ぞ
れ
解
読
し
な
さ
い
。（
各
９
点
） 

 
 

 

⑴ 
 

 
 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

〕 

 

⑵ 
 

 

 
 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

〕 

 

３ 

次
の
―
―
線
部
の
漢
字
を
、
か
な
づ
か
い
に
注
意
し
て
、
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。（
各
８
点
） 

 

⑴ 

川
伝
い
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。 

 
  

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

 

） 

 

⑵ 

地
面
が
ゆ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑶ 

身
近
な
問
題
か
ら
か
た
づ
け
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 

 
 
 

） 

 

⑷ 

大
通
り
に
出
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。 

（ 
 
 
 
 

 
 
 

） 

 

４ 

次
の
文
中
の
か
な
づ
か
い
の
正
し
い
方
を
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

ト
ム
は
、
毎
日
少
し 

〔 

ア 

ず
つ 

 

イ 

づ
つ 

〕
貯
金
を
し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
が
、
思
い
〔 

ア 
ど
う
り 

 
 

イ 

ど
お
り 

〕
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 ⑵ 

私
は
、
ミ
カ
ン
の
〔 

ア 

か
ん
ず
め 

 

イ 

か
ん
づ
め 

〕
を
〔 

ア 

湯
の
み
じ
ゃ
わ
ん 

イ 

湯
の
み
ぢ
ゃ
わ
ん 
〕

に
あ
け
て
、
ゆ
っ
く
り
〔 

ア 

あ
じ
わ
い 

 

イ 

あ
ぢ
わ
い 

〕 

な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。 

 

 

５ 

次
の
文
に
は
、
か
な
づ
か
い
の
あ
や
ま
り
が
い
く
つ
か
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
正
し
く
直
し
て
、
全
文
を
書
き
あ
ら

た
め
な
さ
い
。
（
各
10
点
） 

 

⑴ 

日
本
わ
、
と
て
も
ぢ
し
ん
の
お
お
い
国
だ
と
つ
く
ず
く
思
う
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑵ 

ち
か
じ
か
行
く
と
い
う
メ
モ
が
こ
ず
つ
み
の
中
に
入
っ
て
い
た
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
① 

五
十
音
図
・か
な
づ
か
い 

名前 

とく点 

／100 

62 

22 

41゛ 

32 

55 

51 

21 

52 

62 

111 

45 

21゛ 

11 

93。 

22 

（85） 

 13 

 61 

45 

44 

75 

11 

43 

12。 



   

１ 

次
の
漢
字
を
、
①
～
④
の
各
組
に
分
け
て
書
き
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 
 

〔 

多 
 

鳴 
 

目 
 

晴 
 

本 
 

日 
 

門 
 

一 
 

花 
 

森 
 

末 
 

問 

〕 

 
 

① 

象
形
文
字
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

② 

指
事
文
字
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

③ 

会
意
文
字
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

④ 

形
声
文
字
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

２ 

次
の
漢
字
を
二
つ
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
、
会
意
文
字
を
二
つ
、
形
声
文
字
を
二
つ
作
り
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 
 

〔 

自 
 

氏 
 

反 
 

日 
 

月 
 

心 
 

糸 
 

木 

〕 

 
 
 
 

会
意
文
字
（ 

 
 
 
 
 
 

）・（ 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 
 
 

形
声
文
字
（ 

 
 
 
 
 
 

）・（ 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 

３ 

次
の
漢
字
の
部
首
名
を
書
き
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

店
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

腸
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
⑶ 

思
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑷ 

交
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑸ 

冷
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
⑹ 

特
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑺ 

情
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑻ 

建
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

４ 

次
の
部
首
と
、
左
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
漢
字
を
作
り
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

〔
例
〕

 
 
 

⑴ 
 

⑵ 
 

 
 

 
 
 

⑶ 
 
 

５ 

次
の
二
つ
の
漢
字
の
部
分
に
共
通
す
る
部
首
を
書
き
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

〔
例
〕

 
 
 
 
 

⑴ 
 
 
 

⑵ 
 

 
 

 

⑶ 
 
 

 
 

 

⑷ 
 

 

６ 

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。（
４
点
） 

 

⑴ 

部
首
が
「
さ
ん
ず
い
」
で
、
音
読
み
が
「
リ
ュ
ウ
」。（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
② 

漢
字
の
成
り
立
ち
・部
首 

名前 

とく点 

／100 



 
１

次
の
漢
字
の
総
画
数
を
書
き
な
さ
い
。
（
各
４
点
）

⑴

子
（

画
）

⑵

写
（

画
）

⑶

考
（

画
）

⑷

級
（

画
）

⑸

比
（

画
）

⑹

水
（

画
）

２

次
の
漢
字
の
部
首
の
画
数
を
書
き
な
さ
い
。
（
各
４
点
）

⑴

約
（

画
）

⑵

郡
（

画
）

⑶

遊
（

画
）

⑷

関
（

画
）

⑸

答
（

画
）

⑹

類
（

画
）

３

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

⑴

総
画
数
が
15
画
の
漢
字
。 
（

）

⑵

総
画
数
が
８
画
の
漢
字
。

（

）

⑶

部
首
の
画
数
が
４
画
で
、
総
画
数
が
11
画
の
漢
字
。

（

）

⑷

部
首
以
外
の
画
数
が
９
画
の
漢
字
。 

（

）

ア

精

イ

弟

ウ

複

エ

点

オ

億

カ

述

キ

教

ク

特

ケ

社

コ

倍

４

次
の
漢
字
の
→
が
さ
し
て
い
る
部
分
は
、
何
画
め
に
書
く
の
が
正
し
い
で
す
か
。（
各
４
点
） 

⑴

衆
（

）
画
め

⑵

飛
（

）
画
め

⑶

逆
（

）
画
め 

 

⑷

必
（

）
画
め 

５

次
の
漢
字
の
正
し
い
筆
順
は
、
ど
れ
で
す
か
。（
各
５
点
）

⑴

半

⑵

臣

⑶

馬

⑷

何

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語

確
認
テ
ス
ト
③ 

漢
字
の
画
数
・筆
順

名前 

得点 

／100 



   

１ 

次
の
こ
と
ぱ
は
、
国
語
辞
典
で
は
ど
の
順
番
で
な
ら
べ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
先
に
出
て
く
る
順
に
番
号
を
つ
け
な
さ
い
。 

（
各
５
点
） 

 
 
 
 

す
ば
ら
し
い
（ 

 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 

作
品
（ 

 
 
 

） 

 
 
 
 

ス
タ
ー
ト 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 

作
文
（ 

 
 
 

） 

 

⑴ 
 

す
ば
こ 

 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑵ 
 

作
家
（ 

 
 
 

） 

 
 
 
 

す
ば
や
い 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 

作
戦
（ 

 
 
 

） 

 
 
 
 

ス
パ
イ
ク 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 

作
図
（ 

 
 
 

） 

 

２ 

次
の
漢
字
は
、
ど
の
部
首
の
何
画
の
と
こ
ろ
に
出
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
表
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 
 
 
 
 
 

 

    

３ 

次
の
場
合
、
ア
国
語
辞
典
、
イ
漢
和
辞
典
の
う
ち
、
ど
ち
ら
で
調
べ
た
方
が
よ
い
で
す
か
。
ア
イ
で
答
え
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

「
冷
」
の
「
冷
た
い
」
以
外
の
読
み
を
知
り
た
い
と
き
。 

（ 
 
 
 

） 

⑵ 

「
す
い
へ
い
せ
ん
」
の
意
味
を
知
り
た
い
と
き
。 

 
 
 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

「
作
」
が
つ
く
熟
語
を
知
り
た
い
と
き
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

） 

 ４ 

次
の
―
―
線
部
の
部
分
を
、
国
語
辞
典
に
の
っ
て
い
る
言
い
切
り
の
形
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 

⑴ 

公
園
が
と
り
こ
わ
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑵ 

そ
の
作
品
は
魅
力
に
と
ぼ
し
か
っ
た
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

君
の
兄
さ
ん
に
た
の
め
ば
い
い
の
に
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 ５ 

次
の
―
―
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
、
漢
和
辞
典
を
使
っ
て
調
べ
、
書
き
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

湖
に
臨
ん
だ
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
。 

 

（ 
 
 
 
 

ん
だ 

） 

⑵ 

老
若
男
女
が
つ
ど
う
祭
り
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 

 
 
 

） 

⑶ 

借
金
を
相
殺
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

 
 

） 

⑷ 

そ
れ
は
机
上
の
理
論
に
す
ぎ
な
い
。 

（ 
 
 
 
 
 

 
 

） 

 ６ 

国
語
辞
典
の
「
ふ
る
」
の
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
意
味
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
の
⑴
～
⑷
の
「
ふ
る
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
カ
の
ど
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。（
各
５
点
） 

 
 

ア 

失
う 

 

イ 

手
に
し
た
物
を
ま
き
ち
ら
す 

 

ウ 

物
を
ゆ
り
動
か
す 

 
 

エ 

向
き
を
う
つ
し
変
え
る 

 

オ 

割
り
当
て
る 

 

カ 

わ
き
に
そ
え
る 

 

⑴ 

針
路
を
北
西
に
ふ
る
。（ 

 
 
 

） 
 

⑵ 

ふ
り
が
な
を
ふ
る
。（ 

 
 
 

） 

⑶ 

大
臣
の
地
位
を
ふ
る
。（ 

 
 
 

） 
 

⑷ 

ご
ま
塩
を
ふ
る
。 

（ 
 
 
 

） 
 

画 

 
 

 

部
首 

 
 

   
 

 

６ 竹 

〔
例
〕
答 

  

⑴ 

悲 

  

⑵ 
園       

  

⑶ 

好 
 

  

⑷ 

記 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
④ 

辞
典
の
使
い
方 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
熟
語
の
読
み
方
は
、
あ
と
の
ア~

エ
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
（
各
３
点
） 

⑴ 

番
組
（ 

 
 
 

） 

⑵ 

合
図
（ 

 
 
 

） 

⑶ 

親
友
（ 

 
 
 

） 

⑷ 

雨
具
（ 

 
 
 

） 

⑸ 

切
手
（ 

 
 
 

） 
⑹ 

連
続
（ 

 
 
 

） 

⑺ 

雪
国
（ 

 
 
 

） 

⑻ 

台
所
（ 

 
 
 

） 

 
 

ア 

上
も
下
も
音
読
み 

 
イ 
重
箱
読
み
（
上
が
音
、
下
が
訓
） 

 
 

ウ 

上
も
下
も
訓
読
み 

 

エ 
湯
桶
読
み
（
上
が
訓
、
下
が
音
） 

 

２ 

次
の
各
組
の
中
か
ら
、
―
―
線
部
の
漢
字
の
読
み
が
他
と
は
こ
と
な
る
も
の
を
、
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

⑴ 

〔
ア 

発
見 

 
 

イ 

発
作 

 
 

ウ 
発
進 

 
 

エ 

発
表 

 
 

オ 

発
達 

〕 

⑵ 

〔
ア 

公
平 

 
 

イ 

平
和 

 
 

ウ 

平
等 

 
 

エ 

不
平 

 
 

オ 

平
行 

〕 

 

３ 

次
の
漢
字
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

下
手
（ 

 
 
 
 
 

） 
 
 

⑵ 

七
夕
（ 

 
 
 
 
 

） 
⑶ 

果
物
（ 

 
 
 
 
 

） 

 

⑷ 

河
原
（ 

 
 
 
 
 

） 
 

⑸ 

今
朝
（ 

 
 
 
 
 

） 

⑹ 
景
色
（ 

 
 
 
 
 

） 

 ４ 

次
の
各
組
の
う
ち
、
送
り
が
な
が
正
し
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。（
各
３
点
） 

  
 
 
 

ア 

温
か
い 

 
 
 
 
 

ア 

明
る
い 

 
 

 
 
 
 

ア 

伝
た
え
る 

 
 
 
 

イ 

温
い 

 
 
 
 
 
 

イ 

明
か
る
い 

 
 

 
 
 

イ 

伝
え
る 

  
 
 
 

ア 

勢
い 

 
 
 
 
 
 

ア 

群
る 

 

⑷ 
 

イ 

勢
お
い 

 
 

⑸ 
 

イ 

群
が
る 

 
 
 
 

ウ 

勢
き
い 

 
 
 
 
 

ウ 

群
ら
が
る 

 

５ 

次
の
各
文
の
―
―
線
部
の
部
分
を
、
漢
字
と
送
り
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

時
間
を
む
だ
に
つ
い
や
す
こ
と
は
や
め
な
さ
い
。 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑵ 

こ
こ
ろ
よ
く
受
け
取
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑶ 

つ
く
え
の
上
を
き
ち
ん
と
と
と
の
え
る
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑷ 

田
を
し
っ
か
り
と
た
が
や
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

６ 

次
の
各
文
の
（ 

 
 
 

）
の
中
に
適
当
な
送
り
が
な
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

家
族
を
養
（ 

 
 
 
 

）。 

 

⑵ 

心
を
改
（ 

 
 
 
 

）。 

 

⑶ 

農
業
を
営
（ 
 
 
 
 
 

）。 

⑷ 

空
に
月
が
現
（ 

 
 
 
 
 

）。 

⑸ 

険
（ 
 
 
 
 

）
道
。 

 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑤ 

漢
字
の
読
み
方
・送
り
が
な 

名前 

とく点 

／100 

⑴ 

⑶ 

⑵ 



  

１ 

次
の
各
組
の
―
―
線
部
の
ひ
ら
が
な
を
、
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。
（
各
２
点
） 

 
 

ア 

深
さ
を
は
か
る
。（ 

 
 
 
 

） 
 
 
 
 
  

ア 

夜
が
あ
け
る
。 

（ 
 
 
 
 

） 

⑴ 
 

イ 

解
決
を
は
か
る
。（ 

 
 
 
 

） 
 

⑵  
 

イ 

ド
ア
を
あ
け
る
。（ 

 
 
 
 

） 

 
 

 

ウ 

時
間
を
は
か
る
。（ 

 
 
 
 

） 
 
 
 
  

 

ウ 

席
を
あ
け
る
。 

（ 
 
 
 
 

） 

 
 

 

ア 

あ
つ
い
夏
。（ 

 
 
 
 
 

） 
 

  
 

 

ア 

え
い
せ
い
検
査
。（ 

 
 
 
 

） 

⑶ 
  

イ 

あ
つ
い
本
。（ 

 
 
 
 
 

） 
 

⑷ 
 

イ 

人
工
え
い
せ
い
。（ 

 
 
 
 

） 

 
 

 

ウ 

あ
つ
い
湯
。（ 

 
 
 
 
 

） 
 
 
  

 
  

ウ 

え
い
せ
い
中
立
国
。（ 

 
 
 
 

） 

 

２ 

次
の
読
み
を
も
つ
漢
字
を
書
き
入
れ
、
熟
語
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
な
さ
い
。
（
各
２
点
） 

 
 
 
 
 
 

ア 

発
（ 

 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ア 

（ 
 
 
 

）
別 

⑴ 

ガ 
 

イ 

（ 
 
 
 

）
家 

 
 
 

⑵ 

ト
ク 

 
イ 
（ 

 
 
 

）
点 

 
 
 
 
 
 

ウ 

（ 
 
 
 

）
状 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

ウ 
道
（ 

 
 
 

） 

 
 

３ 

次
の
各
文
に
は
ま
ち
が
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
が
一
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ぬ
き
出
し
、
正
し
い
漢
字
を
書
き
な
さ

い
。
（
各
４
点
）（
完
答
） 

 

⑴ 

山
田
夫
妻
と
は
気
が
会
う
。 

 
 
 

  

（ 
 
 
 

）
→
（ 

 
 
 

） 

⑵ 

実
験
は
大
成
功
を
治
め
た
。 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

）
→
（ 

 
 
 

） 

⑶ 

登
り
列
車
が
五
分
お
く
れ
で
着
い
た
。 

 

（ 
 
 
 

）
→
（ 

 
 
 

） 

 

⑷ 

生
徒
会
会
長
を
努
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

（ 
 
 
 

）
→
（ 

 
 
 

） 

⑸ 

彼
は
本
当
に
議
理
が
た
い
人
だ
。 

  
 

（ 
 
 
 

）
→
（ 

 
 
 

） 

 

４ 

次
の
各
組
の
漢
字
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

毎
月
の
（
ア 

保
健 

 

イ 

保
険 

）
料
を
は
ら
う
。 

⑵ 

（
ア 

改
心 

 

イ 

会
心 

）
の
作
品
が
で
き
あ
が
っ
た
。 

⑶ 

彼
は
よ
く
（
ア 

習
慣 

 

イ 

週
刊 

 

ウ 

週
間 

）
誌
を
読
む
。 

⑷ 

弟
は
お
じ
の
（
ア 

感
心 

 

イ 

寒
心 

 

ウ 

歓
心 

 

エ 

関
心 

）
を
か
お
う
と
、
お
ど
け
て
み
せ
た
。 

⑸ 
 

出
動
の
（
ア 

態
勢 

 

イ 

大
勢 

 

ウ 

体
制 

 

エ 

体
勢 

）
を
と
と
の
え
る
。 

 ５ 

次
の
各
組
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
、
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。
（
各
２
点
） 

 
 

ア 

コ
ウ
カ
な
品
物
を
買
う
。 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

ア 

小
学
生
が
タ
イ
シ
ョ
ウ
の
映
画
。
（ 

 
 
 
 

） 

⑴ 
 

イ 

練
習
の
コ
ウ
カ
が
上
が
る
。（ 

 
 
 
 

）
⑵ 

 
 

イ 

タ
イ
シ
ョ
ウ
的
な
性
格
の
兄
弟
。（ 

 
 
 
 

） 

 
 

 

ウ 

コ
ウ
カ
を
歌
う
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

ウ 

左
右
タ
イ
シ
ョ
ウ
の
図
形
。 

 

（ 
 
 
 
 

） 

 
 

 

ア 

進
化
の
カ
テ
イ
を
知
る
。 

（ 
 
 

 
  

） 
 
 

ア 

キ
カ
イ
の
ぐ
あ
い
を
み
る
。 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑶ 
  

イ 

幸
せ
な
カ
テ
イ
を
き
ず
く
。（ 

 
 
 
 

）
⑷ 

 

イ 

キ
カ
イ
体
そ
う
を
習
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 

） 

 
 

 

ウ 

彼
を
犯
人
と
カ
テ
イ
す
る
。（ 

 
 
 
 

） 
 
 

ウ 

友
人
に
会
え
る
よ
い
キ
カ
イ
だ
。（ 

 
 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑥ 

同
音
・同
訓
異
字
と
同
音
異
義
語 

名前 

とく点 

／100 



 
 

   

１ 

次
の
熟
語
は
、
あ
と
の
①
～
⑨
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。（
各
３
点
） 

ア 

人
造
（ 

 
 
 

） 

イ 

無
理
（ 

 
 
 

） 

ウ 

通
学
（ 

 
 
 

） 

エ 

野
性
（ 

 
 
 

） 

オ 

豊
富
（ 

 
 
 

） 
カ 

苦
楽
（ 

 
 
 

） 

キ 

国
境
（ 

 
 
 

） 

ク 

入
試
（ 

 
 
 

） 

 

① 

同
じ
漢
字
を
重
ね
た
も
の 

 
 
 

② 

意
味
の
似
た
漢
字
を
重
ね
た
も
の 

 
 

 

 

③ 

意
味
が
反
対
や
対
に
な
る
漢
字
を
重
ね
た
も
の 

 
 

④ 

上
の
字
が
下
の
字
を
修
飾
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
も
の 

 

⑤ 

下
の
字
が
「
―
に
」「
―
を
」
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
も
の 

 
 

 

⑥ 

上
の
漢
字
が
主
語
、
下
の
漢
字
が
述
語
の
関
係
に
あ
る
も
の 

 

⑦ 

上
に
「
不
・
無
・
非
・
未
」
が
つ
き
、
下
の
語
の
意
味
を
打
ち
消
す
も
の 

 

⑧ 

下
に
「
然
・
性
・
的
・
化
」
が
つ
い
て
、
意
味
を
深
め
た
り
、
そ
え
た
り
す
る
も
の 

 

⑨ 

長
い
語
を
略
し
た
も
の 

 

２ 

次
の
（ 

 

）
の
中
に
「
不
・
無
・
非
・
未
・
然
・
性
・
的
・
化
」
の
い
ず
れ
か
一
字
を
入
れ
て
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。 

（
各
２
点
） 

⑴ 

（ 
 
 
 

）
来 

 
 
 

⑵ 

整
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑶ 

私
（ 

 
 
 

） 
 

⑷ 

（ 
 
 
 

）
正 

⑸ 

（ 
 
 
 

）
言 

 
 

⑹ 

（ 
 
 
 

）
番 

 
 

⑺ 

適
（ 

 
 
 

） 
 

⑻ 

進
（ 

 
 
 

） 

 
 

３ 

次
の
（ 

 

）
に
反
対
の
意
味
の
漢
字
を
入
れ
て
、
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

（ 
 
 
 

）
私 

 
 
 

⑵ 

加
（ 

 
 
 
 

） 
 

⑶ 

自
（ 

 
 
 
 

） 

 

⑷ 

明
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑸ 

（ 
 
 
 
 

）
近 

 

⑹ 

（ 
 
 
 
 

）
弱 

 ４ 

次
の
（ 

 

）
の
中
に
、
漢
字
一
字
を
入
れ
て
三
字
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

上
（ 

 
 
 

）
下 

 
 

⑵ 

参
（ 

 
 
 

）
書 

 

⑶ 

失
（ 

 
 
 

）
談 

 

⑷ 

積
（ 

 
 
 

）
的 

 ５ 

次
の
熟
語
の
組
み
立
て
方
を
、
例
に
な
ら
っ
て
示
し
な
さ
い
。
（
各
３
点
） 

 

（
例
） 

新
学
期 

（ 

新
＋
学
期 

 

） 
 

 

⑴ 

感
謝
状 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 
  

⑵ 

春
夏
秋
冬
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

前
代
未
聞
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑷ 

南
太
平
洋
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 

 

６ 

あ
と
の
熟
語
を
す
べ
て
使
っ
て
四
字
熟
語
を
六
つ
作
り
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

完
全 

 
 

一
部 

 
 

自
在 

 
 

整
理 

 
 

自
治 

 
 

自
由 

 
 
 
 
 

世
界 

 
 

無
欠 

 
 

交
通 

 
 

地
方 

 
 

平
和 

 
 

始
終 

  
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑦ 

熟
語
の
組
み
立
て
／
三
字
熟
語
・
四
字
熟
語 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
熟
語
の
類
義
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
２
点
） 

⑴ 

進
歩 

（
ア 

進
出 

 

イ 

散
歩 

 

ウ 

進
行 

 

エ 

向
上 

） 

⑵ 

休
養 

（
ア 

栄
養 

 
イ 

休
日 

 

ウ 

休
業 

 

エ 

静
養 

） 

⑶ 

方
法 

（
ア 

方
向 

 
イ 
手
段 

 

ウ 

原
因 

 

エ 

法
則 

） 

⑷ 

決
心 

（
ア 

決
勝 

 

イ 
決
定 

 

ウ 

決
意 

 

エ 

結
果 

） 

 ２ 

次
の
熟
語
の
対
義
語
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

人
工
（ 

 
 
 

 
 
 

） 
 
 

⑵ 

洋
式
（ 

 
 
 
 
 
 

） 
 

⑶ 

登
校
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 

⑷ 

戦
争
（ 

 
 
 
 
 
 

） 
 

⑸ 

集
合
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 

３ 

次
の
熟
語
の
類
義
語
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

案
外
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑵ 

準
備
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑶ 
結
末
（ 

 
 
 

） 
 

⑷ 

音
信
（ 

 
 
 

） 

⑸ 

故
人
（ 

 
 
 

） 
 

⑹ 

同
意
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑺ 

体
験
（ 

 
 
 

） 
 

⑻ 

欠
点
（ 

 
 
 

） 

 
 

ア 

用
意 

 
 

イ 

結
果 

 

ウ 

返
事 

 

エ 

消
息 

 

オ 

賛
成 

 
 

カ 

短
所 

 
 

キ 

意
外 

 

ク 

経
験 

 

コ 

死
者 

 

サ 

同
点 

 ４ 

次
の
各
組
の
中
か
ら
、
類
義
語
を
一
組
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

⑴ 

（
ア 

立
身 

 

イ 

立
場 

 

ウ 

出
口 

 

エ 

出
世 

） 

（ 
 
 
 

・ 
 
 
 
 

） 

⑵ 

（
ア 

書
面 

 

イ 

手
紙 

 

ウ 

書
体 

 

エ 

切
手 

） 

（ 
 
 
 

・ 
 
 
 
 

） 

⑶ 

（
ア 

事
前 

 

イ 

未
来 

 

ウ 

以
前 

 

エ 

未
然 

） 

（ 
 
 
 

・ 
 
 
 
 

） 

⑷ 

（
ア 

景
気 

 

イ 

風
光 

 

ウ 

景
観 

 

エ 

観
光 

） 

（ 
 
 
 

・ 
 
 
 
 

） 

 

５ 

次
の
各
組
の
中
か
ら
、
他
と
は
明
ら
か
に
意
味
の
こ
と
な
る
熟
語
を
、
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

⑴ 

（
ア 

成
長 

 

イ 

生
徒 

 

ウ 

発
育 

 

エ 

生
長 

） 

（ 
 
 
 
 

） 

⑵ 

（
ア 

気
心 

 

イ 

気
質 

 

ウ 

気
運 

 

エ 

気
性 

） 

（ 
 
 
 
 

） 

⑶ 

（
ア 

見
物 

 

イ 

見
学 

 

ウ 

参
観 
 

エ 

参
戦 

） 

（ 
 
 
 
 

） 

⑷ 

（
ア 

衣
料 

 

イ 

衣
食 

 

ウ 

衣
類 

 

エ 

衣
服 

） 

（ 
 
 
 
 

） 

 

６ 

次
の
熟
語
の
対
義
語
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

⑴ 

現
実
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑵ 

未
開
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑶ 

個
人
（ 

 
 
 

） 
 

⑷ 

原
則
（ 

 
 
 

） 

⑸ 

利
益
（ 

 
 
 

） 
 

⑹ 

円
満
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑺ 

形
式
（ 

 
 
 

） 
 

⑻ 

静
止
（ 

 
 
 

） 

 
 

ア 

例
外 

 
 

イ 

損
失 

 

ウ 

理
想 

 

エ 

不
和 

 

オ 

運
動 

 

カ 

分
散 

キ 

精
神 

 
 

ク 

未
来 

 

ケ 

社
会 

 

コ 

内
容 

 

サ 

文
明 

 

シ 

出
発 

   
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑧ 

類
義
語
・対
義
語 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
こ
と
わ
ざ
の 

 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
動
物
の
名
前
を
書
き
な
さ
い
（
各
５
点
） 

 

⑴ 
 
 
 
 

も
あ
る
け
ば
棒
に
当
た
る
（ 

 
 
 
 
 
 

） 
 

⑵ 

月
と 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 
 
 
 
 

に
小
判 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑷ 
 
 
 
 

百
ま
で
お
ど
り
忘
れ
ず 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

２ 

次
の
（ 

 

）
に
漢
数
字
を
入
れ
て
、
こ
と
わ
ざ
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 

⑴ 

人
の
う
わ
さ
も
（ 

 
 
 

）
日 

 

⑵ 

（ 
 
 
 

）
を
聞
い
て
（ 

 
 

）
を
知
る 

 

⑶ 

早
起
き
は
（ 

 
 
 

）
文
の
得 

 

 

⑷ 

（ 
 
 
 

）
兎
を
追
う
者
は
（ 

 
 

）
兎
を
も
得
ず 

 
 

 

３ 

次
の
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
の
意
味
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

さ
ば
を
読
む 

 
 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑵ 

ぬ
れ
手
で
あ
わ 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

板
に
つ
く 

 
 
 

（ 
 
 
 

） 
 

⑷ 

ね
こ
の
ひ
た
い 

 

（ 
 
 
 

） 

⑸ 

か
っ
ぱ
の
川
流
れ 

（ 
 
 
 

） 
 

⑹ 

花
よ
り
だ
ん
ご 

（ 
 
 
 

） 

⑺ 

う
ど
の
大
木 

 
 

（ 
 
 
 

） 
 

⑻ 

転
ば
ぬ
先
の
つ
え
（ 

 
 
 

） 

  
 

ア 

よ
く
な
れ
て
ぴ
っ
た
り
あ
っ
て
い
る
よ
う
す
。 

 

イ 

た
い
へ
ん
せ
ま
い
こ
と
。 

ウ 

も
の
の
数
を
ご
ま
か
す
。 

エ 

た
い
し
た
苦
労
も
し
な
い
で
も
う
け
る
こ
と
。 

オ 

名
人
で
も
時
に
は
失
敗
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。 

 
 

カ 

前
も
っ
て
用
心
す
る
こ
と
。 

キ 

大
き
い
ば
か
り
で
役
に
立
た
な
い
こ
と
。 

ク 

見
ば
え
が
い
い
も
の
よ
り
実
用
に
役
立
つ
も
の
の
ほ
う
が
い
い
こ
と
。 

 ４ 

次
の
各
組
の
慣
用
句
の
□
の
中
に
、
共
通
す
る
体
の
一
部
を
表
す
こ
と
ば
（
漢
字
一
字
）
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

□ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑵ 

□

 

 

⑶ 

□ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑷ 

□ 
 

 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑨ 

こ
と
わ
ざ
・慣
用
句 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
各
文
の
単
語
の
正
し
い
分
け
方
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 

⑴ 

春
の
日
ざ
し
は
優
し
い
。 

 
 
 

 

ア 

春
の
／
日
ざ
し
は
／
優
し
い
。 

イ 

春
／
の
／
日
／
ざ
し
／
は
優
／
し
い
。 

ウ 

春
／
の
／
日
ざ
し
／
は
／
優
し
い
。 

⑵ 

向
こ
う
に
見
え
る
美
し
い
山
が
富
士
山
だ
。 

ア 

向
こ
う
に
／
見
え
る
／
美
し
い
／
山
／
が
／
富
士
山
／
だ
。 

イ 

向
こ
う
／
に
／
見
え
る
／
美
し
い
／
山
／
が
／
富
士
山
／
だ
。 

ウ 

向
こ
う
／
に
／
見
／
え
る
／
美
し
い
／
山
が
／
富
士
山
／
だ
。 

⑶ 

た
ま
ご
か
ら
か
わ
い
い
ヒ
ナ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

ア 

た
ま
ご
か
ら
／
か
わ
い
い
／
ヒ
ナ
が
／
生
ま
れ
ま
し
た
。 

イ 

た
ま
ご
／
か
ら
／
か
わ
い
い
／
ヒ
ナ
／
が
／
生
ま
れ
／
ま
し
た
。 

ウ 

た
ま
ご
／
か
ら
／
か
わ
い
い
／
ヒ
ナ
／
が
／
生
ま
れ
／
ま
し
／
た
。 

 

２ 

次
の
各
文
の
文
節
の
正
し
い
分
け
方
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

暗
が
り
の
中
か
ら
光
が
ぶ
き
み
に
う
か
ん
で
く
る
。 

ア 

暗
が
り
の
中
か
ら
／
光
が
ぶ
き
み
に
／
う
か
ん
で
く
る
。 

 

イ 

暗
が
り
の
／
中
か
ら
／
光
が
／
ぶ
き
み
に
／
う
か
ん
で
く
る
。 

ウ 

暗
が
り
の
／
中
か
ら
／
光
が
／
ぶ
き
み
に
／
う
か
ん
で
／
く
る
。 

⑵ 

雲
は
人
の
顔
の
よ
う
に
見
え
た
。 

ア 

雲
は
／
人
の
顔
の
／
よ
う
に
／
見
え
た
。 

イ 

雲
は
／
人
の
／
顔
の
よ
う
に
／
見
え
た
。 

ウ 

雲
は
／
人
の
／
顔
の
／
よ
う
に
／
見
え
た
。 

⑶ 

悲
し
い
は
ず
な
の
に
不
思
議
と
涙
は
全
く
出
て
来
な
か
っ
た
。 

ア 

悲
し
い
／
は
ず
な
の
に
／
不
思
議
と
／
涙
は
／
全
く
／
出
て
／
来
な
か
っ
た
。 

イ 

悲
し
い
／
は
ず
／
な
の
に
／
不
思
議
と
／
涙
は
／
全
く
／
出
て
／
来
な
／
か
っ
た
。 

ウ 

悲
し
い
は
ず
／
な
の
に
／
不
思
議
と
／
涙
は
／
全
く
／
出
て
来
な
か
っ
た
。 

 

３ 

次
の
文
を
、
例
に
な
ら
っ
て
文
節
に
区
切
り
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

〔
例
〕
ぼ
く
は
、
｜
け
さ
、
｜
七
時
に
｜
起
き
ま
し
た
。
⑴ 

丘
の
上
に
、
サ
ル
ビ
ア
の
花
が
さ
い
て
い
る
。 

⑵ 

門
の
前
で
犬
が
ほ
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

⑶ 

父
さ
ん
に
、
マ
ン
ガ
本
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
。 

⑷ 

妹
を
連
れ
て
、
商
店
へ
買
い
物
に
行
く
。 

 
 
 

⑸ 

日
が
か
げ
る
と
、
風
が
出
て
き
て
、
雨
が
ふ
り
出
し
た
。 

 ４ 

次
の
文
を
、
例
に
な
ら
っ
て
単
語
に
区
切
り
な
さ
い
。（
各
８
点
） 

 

〔
例
〕
ぼ
く
｜
は
、
｜
明
日
、
｜
七
時
｜
に
｜
起
き
る
。 

⑴ 

き
み
は
外
国
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。 

⑵ 

明
日
の
朝
は
早
く
起
き
て
遠
足
に
出
か
け
る
。 

 
 

⑶ 

母
が
作
る
料
理
は
み
ん
な
お
い
し
い
。 

⑷ 

こ
っ
ち
の
部
屋
の
ほ
う
が
し
ず
か
だ
。 

 
 
 
 
 

⑸ 

さ
わ
や
か
な
風
が
、
秋
が
近
い
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑩ 

文
・文
節
・単
語 

名前 

とく点 

／100 



  

１ 

次
の
各
文
の
主
語
・
述
語
を
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

ア

赤
く 

イ

そ
ま
っ
た 

ウ

空
は 

エ

た
い
へ
ん 

オ

き
れ
い
だ
。 

 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

ア

い
ろ
い
ろ
な 

イ

食
べ
物
が 

ウ

た
く
さ
ん 

エ

あ
る
。 

 
 
 

  

主
語 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

述
語 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

ア

友
だ
ち
か
ら 

イ

借
り
た 
ウ

本
は 

エ

と
て
も 

オ

お
も
し
ろ
い
。 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑷ 

ア

静
岡
に
は 

イ

富
士
山
と 
ウ

い
う 

エ

高
い 

オ

山
が 

カ

あ
る
。 

 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 

２ 

次
の 

 

線
の
こ
と
ば
が
修
飾
し
て
い
る
こ
と
ば
を
、
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

白
鳥
の 

ア

真
っ
白
な 

イ

す
が
た
が 

ウ

美
し
く 

エ

う
つ
っ
て
い
ま
す
。 

⑵ 

ア

き
み
は 

い
つ 

イ

い
な
か
に 

ウ

行
く
の
で
す
か
。 

⑶ 

ア

今
年
の 

イ

夏
は 

い
つ
も
の 

ウ

年
よ
り 

エ

か
な
り 
オ

暑
い
。 

 
 
 

 

⑷ 

ア

か
れ
が 

持
っ
て
い
る 

イ

大
き
な 

ウ

か
ば
ん
は 

エ

ぼ
く
の 

オ

も
の
だ
。 

 

３ 

次
の 

 

線
の
こ
と
ば
に
係
る
修
飾
語
を
、
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

ア

こ
れ
は 

イ

弟
が 

ウ

か
い
た 

絵
で
す
。 

⑵ 

ア

子
ど
も
た
ち
は 

イ

い
っ
せ
い
に 

ウ

プ
ー
ル
に 

飛
び
こ
ん
だ
。 

⑶ 

ア

ぼ
く
は 

イ

先
生
の 

ウ

話
を 

エ

む
ち
ゅ
う
で 

聞
い
た
。 

⑷ 

ア

山
の 

イ

か
げ
に 

ウ

顔
を 

エ

出
し
た 

オ

月
が 

カ

と
て
も 

美
し
い
。 

 

４ 

次
の
各
文
の
型
は
、
あ
と
の
ア~

ウ
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。（
各
５
点
） 

⑴ 

あ
れ
が
富
士
山
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑵ 

妹
も
負
け
ず
に
が
ん
ば
っ
た
。 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑶ 

東
の
空
に
太
陽
が
出
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 

） 

 

⑷ 

国
語
辞
典
は
意
味
や
漢
字
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（ 

 
 
 
 

） 
 

⑸ 

彼
の
お
父
さ
ん
は
偉
大
で
す
。 

ア 

何
が
（
は
）
→
ど
う
す
る
。 

イ 

何
が
（
は
）
→
ど
ん
な
だ
。 

ウ 

何
が
（
は
）
→
何
だ
。 

 ５ 

次
の
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
あ
と
の
図
の 

 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
、
書

き
な
さ
い
。
た
だ
し
太
い 

 

は
主
語
・
述
語
の
関
係
、
細
い
→
は
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
を
表
す
も
の
と
し
ま
す
。（
15
点
） 

 
 

一
人
の
少
年
が
け
わ
し
い
山
道
を
頂
上
へ
と
登
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑪ 

主
語
・述
語
・装
飾
語 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
各
組
の
中
か
ら
、
他
と
は
品
詞
が
こ
と
な
る
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

 

⑴ 

〔 

ア 

す
る 

 
イ 

ち
が
う 

ウ 

い
く 

 

エ 

も
う 

〕 

⑵ 

〔 

ア 

安
全
だ 

イ 
学
校
だ 

ウ 

便
利
だ 

エ 

元
気
だ 

〕 

⑶ 

〔 

ア 

青
さ 

 

イ 
白
い 

 

ウ 

黒
い 

 

エ 

遠
い 

〕 

⑷ 

〔 

ア 

ま
あ 

 

イ 

で
も 

 
ウ 

ね
え 

 

エ 

あ
ら 

〕 

 ２ 

次
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
代
名
詞
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

（ 
 
 
 

）
の
柄
が
お
好
き
で
す
か
。 

⑵ 

（ 
 
 
 

）
に
来
て
も
う
二
か
月
に
な
り
ま
す
。 

⑶ 

人
は
、（ 

 
 
 

）
で
も
楽
し
く
生
き
た
い
と
思
う
。 

 

⑷ 

こ
の
イ
ス
を
（ 

 
 
 

）
に
運
ん
で
お
い
て
下
さ
い
。 

ア 

こ
れ 

 
 

イ 

だ
れ 

 
 

ウ 

あ
ち
ら 

 

エ 

ど
ち
ら 

 
 

オ 

あ
れ 

 
 

カ 

そ
こ 

 
 

キ 

こ
こ 

 
 ３ 

次
の
名
詞
は
、
あ
と
の
ア~

エ
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
（
各
４
点
） 

⑴ 

時
間
（ 

 
 
 

） 

⑵ 

太
平
洋
（ 

 
 
 

） 

⑶ 

父
親
（ 

 
 
 

） 
⑷ 

彼
（ 

 
 
 

） 

⑸ 

四
時
（ 

 
 
 

） 

⑹ 

き
み 

（ 
 
 
 

） 

⑺ 

九
州
（ 

 
 
 

） 

⑻ 
い
く
つ
（ 

 
 
 

） 

ア 

普
通
名
詞 

 
 

イ 

固
有
名
詞 

 
 

ウ 

数
詞 

 
 

エ 

代
名
詞 

 

４ 

次
の
各
組
の
中
か
ら
、
他
と
は
種
類
の
こ
と
な
る
名
詞
を
、
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

⑴ 

〔 

ア 

日
本 

 

イ 

京
都 

 
 

ウ 

野
口
英
世 

 

エ 

山
地 

〕 

⑵ 

〔 

ア 

ね
こ 

 

イ 

た
い 

 
 

ウ 

ぼ
く 

 
 
 

エ 

さ
か
な 

〕 

⑶ 

〔 

ア 

五
度 

 

イ 

三
年 

 
 

ウ 

四
回 

 
 
 

エ 

一
団 

〕 

⑷ 

〔 

ア 

あ
れ 

 

イ 

あ
そ
こ 

 

ウ 

か
れ 

 
 
 

エ 

ど
ち
ら 

〕 

 

５ 

次
の
語
を
変
化
さ
せ
て
、
あ
と
の
文
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
名
詞
を
作
っ
て
書
き
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

悲
し
む 

 
 
 

① 

町
全
体
が
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
に
し
ず
ん
で
い
た
。 

 
 
 

② 

思
い
切
っ
た
手
を
打
て
な
い
の
が
、
小
国
の
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
だ
。 

⑵ 

明
る
い 

 
 
 

① 

彼
の
家
に
よ
う
や
く
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
が
も
ど
っ
た
。 

 
 
 

② 

町
長
の
不
正
事
件
が
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
に
出
た
。 

  
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑫ 

単
語
の
種
類
／
名
詞
・代
名
詞 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
こ
と
ば
を
適
当
に
変
え
て
入
れ
、
文
が
通
じ
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 
 
 
 
 
 

 
 

① 
彼
女
は
あ
ま
り
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
な
い
。 

 

⑴ 

美
し
い 

 

② 

も
っ
と
も
っ
と
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
ば
な
あ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

彼
女
は
さ
ぞ
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 

本
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
ば
、
視
野
が
広
が
る
。 

 

⑵ 

読
む 

 
 

② 

弟
は
ほ
と
ん
ど
本
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

外
国
の
童
話
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
た
い
な
あ
。 

 
 ２ 

次
の
―
―
線
の
形
容
動
詞
を
言
い
切
り
の
形
に
直
し
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

ひ
と
り
で
静
か
に
し
て
い
た
。 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

 

⑵ 

彼
女
は
い
つ
も
清
ら
か
な
心
を
し
て
い
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

さ
わ
や
か
な
風
が
ふ
い
て
き
た
。 

 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑷ 

ま
っ
さ
お
に
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

３ 

次
の
―
―
線
の
動
詞
を
言
い
切
り
の
形
に
直
し
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 

⑴ 

な
ぜ
こ
の
町
へ
き
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

こ
ん
な
山
の
中
に
人
が
住
ん
で
い
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

み
ん
な
、
け
ん
め
い
に
働
い
て
い
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑷ 

昔
か
ら
こ
の
薬
は
使
わ
れ
て
い
た
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 ４ 

次
の
―
―
線
の
こ
と
ば
の
中
か
ら
、
他
と
は
使
い
方
や
種
類
が
こ
と
な
る
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 
  

 
 

ア 

今
日
は
雨
だ
か
ら
来
な
い
。 

 

⑴ 
 

イ 

な
か
な
か
す
ば
ら
し
い
作
文
が
書
け
な
い
。 

 
 
 
 

ウ 

ど
ん
な
に
風
が
ふ
こ
う
と
寒
く
な
い
。 

 
 

ア 

こ
れ
は
学
校
の
遠
足
で
み
ん
な
で
と
っ
た
写
真
だ
よ
。 

 

⑵ 
 

イ 

彼
は
い
つ
も
み
ん
な
に
親
切
だ
。 

 
 

 

ウ 

そ
れ
は
先
月
わ
た
し
の
買
っ
た
辞
典
だ
。 

 ５ 

次
の
各
組
の
動
詞
を
、
自
動
詞
と
他
動
詞
に
区
別
で
き
る
よ
う
に
、（ 

 

）
に
適
当
な
送
り
が
な
を
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 
 
 
 

目
が
覚
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。 
 
 
 
 
 

 

火
が
消
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。 
 
 
 
 

（
完
答
） 

 
 
 
 

目
を
覚
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。 
 
 
 
 
 
 

火
を
消
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。 

 
 
 
 

花
が
散
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。 
 
 
 
 
 

 

木
が
折
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。 

 
 
 
 

花
を
散
（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）。 
 
 
 
 
 
 

木
を
折
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。 

 
 ６ 

次
の
こ
と
ば
は
、
○ア
動
詞
、
○イ
形
容
詞
、
○ウ
形
容
動
詞 

○エ
そ
の
他
の
ど
れ
で
す
か
。（
各
４
点
） 

⑴ 

流
れ 

 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑵ 

や
さ
し
い 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

生
ま
れ
る
（ 

 
 
 

） 
 

⑷ 

り
っ
ば
だ 

（ 
 
 
 

） 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑬ 

動
詞
・形
容
詞
・形
容
動
詞 

名前 

とく点 

／100 

⑵ ⑷ 

 

⑴ ⑶ 



   

１ 

次
の
文
の
（ 

 
）
に
あ
て
は
ま
る
副
詞
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

 

⑴ 

彼
は
（ 

 
 
 

）
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

⑵ 

ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
も
（ 

 
 
 

）
言
わ
な
い
。 

⑶ 

大
き
な
男
は
（ 

 
 
 

）
立
ち
上
が
っ
た
。 

⑷ 

こ
ん
な
所
ま
で
来
る
と
（ 

 
 
 

）
静
か
だ
。 

⑸ 

こ
の
子
た
ち
も
（ 

 
 
 

）
大
き
く
成
長
す
る
だ
ろ
う
。 

⑹ 

あ
す
（ 

 
 
 

）
来
ま
す
。 

⑺ 

て
の
ひ
ら
に
（ 

 
 
 

）
の
せ
る
。 

ア 

い
き
な
り 

 

イ 

よ
ほ
ど 

 
 

ウ 

い
っ
た
い 

 
 

エ 

だ
ん
じ
て 

オ 

そ
っ
と 

 
 

カ 

や
が
て 

 
 

キ 

ず
い
ぶ
ん 

 
 

ク 

ま
た 

 

２ 

次
の
―
―
線
の
こ
と
ば
に
注
意
し
て
、
□
に
あ
て
は
ま
る
ひ
ら
が
な
を
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

ま
る
で
昼
の
□
□
□
明
る
さ
だ
。 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

よ
も
や
負
け
る
こ
と
は
あ
る
□
□
。 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

ど
う
か
、
わ
た
し
を
お
ゆ
る
し
□
□
□
□
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑷ 

も
し
時
間
が
あ
っ
□
□
、
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 

３ 

次
の
音
や
よ
う
す
を
表
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

風
が
弱
く
ふ
く 

 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑵ 

雨
が
は
げ
し
く
降
る
（ 

 
 
 

） 

⑶ 

う
れ
し
そ
う
に
笑
う
（ 

 
 
 

） 
 

⑷ 

た
い
こ
を
打
つ 

 

（ 
 
 
 

） 

⑸ 

水
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
（ 

 
 
 

） 
 

⑹ 

風
が
強
く
ふ
く 

 

（ 
 
 
 

） 

⑺ 

意
味
あ
り
げ
に
笑
う
（ 

 
 
 

） 
 

⑻ 

く
ぎ
を
打
つ 
 
 

（ 
 
 
 

） 

 
 

ア 

ド
ン
ド
ン 

 
 

イ 

し
と
し
と 

 
 

ウ 

に
こ
に
こ 

 
 

エ 

そ
よ
そ
よ 

 
 

オ 

ち
ら
ち
ら 

 
 

カ 

ト
ン
ト
ン 

 
 

キ 

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー 

ク 

に
や
に
や 

 
 

ケ 

ぽ
た
ぽ
た 

 
 

コ 

ザ
ー
ザ
ー 

 

４ 

次
の
文
の
□
に
あ
て
は
ま
る
擬
態
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

風
車
が
、
風
に
吹
か
れ
て
□
□
□
□
回
っ
て
い
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

新
し
い
車
は
、
□
□
□
□
に
光
り
か
が
や
い
て
い
る
。（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 ５ 

次
の
擬
態
語
と
擬
声
語
は
、
ど
の
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
か
。
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

ず
っ
し
り 

 

（ 
 
 
 

） 
  

 
 

⑵ 

の
ろ
の
ろ 

 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

ぬ
る
ぬ
る 

 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 

⑷ 

キ
ン
キ
ン 

 

（ 
 
 
 

） 

⑸ 

ぎ
っ
し
り 

 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 

⑹ 

ぐ
ん
ぐ
ん 

 

（ 
 
 
 

） 

⑺ 

ひ
ら
ひ
ら 

 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 

⑻ 

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
（ 

 
 
 

） 

 
 

ア 

す
る
ど
い
音
の
感
じ
。 

 

イ 

重
い
感
じ
。 

 

ウ 

さ
わ
が
し
い
感
じ
。 

 

エ 

勢
い
の
あ
る
感
じ
。 

 
 

オ 

軽
い
感
じ
。 

 

カ 

低
い
音
の
感
じ
。 

 
 

キ 

た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
感
じ
。 

 

ク 

す
べ
る
感
じ
。 

 
 

ケ 

は
や
い
感
じ
。 

 

コ 

お
そ
い
感
じ
。 

 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑭ 

副
詞
／
擬
声
語
・擬
態
語 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
―
―
線
部
の
助
動
詞
や
助
詞
の
表
す
意
味
が
他
と
は
こ
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 
 
 
 
 

ア 

さ
く
ら
の
花
が
さ
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 

今
す
ぐ
行
く
か
ら
、
そ
こ
で
待
っ
て
い
な
さ
い
。 

 
 

⑴ 
 

イ 

父
の
言
っ
た
と
お
り
に
な
っ
た
。 

 
 
 

⑵ 
 

イ 

向
こ
う
か
ら
先
生
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

ウ 

ぼ
く
の
母
は
小
学
校
の
教
師
だ
。 

 
 
 
 
 

 

ウ 

東
京
か
ら
大
阪
ま
で
、
む
か
し
の
人
は
歩
い
た
。 

 
 
 
 

 

ア 

雨
が
降
り
そ
う
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 

服
は
ひ
と
り
で
着
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

イ 

今
年
の
夏
は
、
暑
く
な
る
そ
う
だ
。 

 
 

⑷ 
 

イ 

弟
は
積
木
を
い
く
つ
も
重
ね
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

ウ 

と
な
り
の
お
じ
さ
ん
は
や
さ
し
そ
う
だ
。 

 
 
 

ウ 

先
生
が
、
わ
が
家
に
来
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

エ 

こ
の
本
は
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

２ 

次
の
文
の
―
―
線
部
の
助
動
詞
は
、
ア
受
け
身
、
イ
可
能
、
ウ
使
役
の
う
ち
、
ど
の
は
た
ら
き
を
し
て
い
ま
す
か
。
記
号
で
答

え
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

そ
ん
な
に
早
く
起
き
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。  

 

（ 
 
 
 

） 

⑵ 

お
じ
い
さ
ん
に
道
を
た
ず
ね
ら
れ
る
。  

 
 
 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

妹
を
買
い
も
の
に
行
か
せ
る
。 

 
 
 
 
 
  

 
 
 

（ 
 
 
 

） 

 

⑷ 

こ
の
や
り
方
な
ら
漢
字
を
た
く
さ
ん
覚
え
ら
れ
る
。（ 

 
 
 

） 

 
 

⑸ 
 

プ
ラ
モ
デ
ル
を
妹
に
こ
わ
さ
れ
る
。 

 
 
 

 
 
 

（ 
 
 
 

） 

 

３ 

次
の
文
の
―
―
線
部
の
助
動
詞
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

事
件
の
真
相
を
知
っ
て
い
る
の
は
彼
女
だ
。 

（ 
 
 
 

） 

 
 

⑵ 

ぼ
く
も
彼
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
。 

 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

父
は
何
も
か
も
知
っ
て
い
る
ら
し
い
。 

 
 

（ 
 
 
 

） 

⑷ 

ぼ
く
は
全
く
何
も
知
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

） 

 
 

ア 

希
望 

 
 
 
 
 

イ 

推
定 

 
 
 
 

ウ 

断
定 

 
 
 
 

エ 

打
ち
消
し 

 ４ 

次
の
文
の
（ 

 

）
に
入
れ
る
助
詞
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

弟
は
い
つ
も
、
テ
レ
ビ
（ 

 
 
 

）
見
て
い
る
。 

⑵ 

歩
き
（ 

 
 
 

）
食
べ
る
の
は
み
っ
と
も
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

 

⑶ 

先
生
（ 

 
 
 

）
失
敗
は
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

⑷ 

来
年
（ 

 
 
 

）
合
格
し
て
み
せ
る
。 

⑸ 

東
京
か
ら
大
阪
（ 

 
 
 

）、
飛
行
機
に
乗
っ
た
。 

 
 

ア 

な
が
ら 

 
 
 
 

イ 

で
も 

 
 
 
 

ウ 

こ
そ 

 
 
 
 

エ 

ば
か
り 

 
 
 

オ 

ま
で 

 

５ 

次
の
文
の
―
―
線
部
の
語
と
同
じ
使
い
方
を
し
て
い
る
も
の
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

⑴ 

運
動
場
に
集
ま
る
。 

 
 

ア 

見
物
に
行
く
。 

 
 
 
 

イ 

り
っ
ぱ
に
育
つ
。 

 
 
 

ウ 

静
岡
に
住
む
。 

⑵ 

雪
が
降
る
ら
し
い
。 

 
 

ア 

兄
も
出
場
す
る
ら
し
い
。 

イ 

兄
は
男
ら
し
い
。 

 
 
 

ウ 

中
学
生
ら
し
い
服
装
だ
。 

 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑮ 

助
詞
・助
動
詞 

名前 

とく点 

／100 

⑶ 



   

１ 

次
の
文
の
（ 

 
）
に
あ
て
は
ま
る
指
示
語
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

ぼ
く
に
（ 

 
 
 

）
を
取
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。 

⑵ 

ト
イ
レ
は
（ 

 
 
 

）
に
あ
り
ま
す
か
。 

⑶ 

（ 
 
 
 

）
ぞ
と
ば
か
り
、
わ
た
し
は
先
生
に
う
っ
た
え
た
。 

⑷ 

ち
ょ
っ
と
（ 

 
 
 

）
に
来
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。 

⑸ 

（ 
 
 
 

）
人
だ
ろ
う
か
。 

ア 

ど
こ 

 
 
 

イ 

そ
れ 

 
 
 

ウ 
こ
こ 

 
 

エ 

こ
ち
ら 

 
 

オ 

ど
ち
ら 

 
 

カ 

ど
ん
な 

 

２ 

次
の
文
か
ら
接
続
語
を
書
き
ぬ
き
、
そ
の
は
た
ら
き
が
あ
と
の
ア~

カ
の
ど
れ
に
あ
た
る
か
答
え
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

食
事
を
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
勉
強
を
し
た
。 

 
 

 
（ 

 
 
 
 
 
 
 

・ 
 

 
 

） 

⑵ 

弟
は
よ
く
遊
ぶ
。
だ
け
ど
、
勉
強
が
よ
く
で
き
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 

） 

⑶ 

彼
、
つ
ま
り
、
山
田
君
が
当
選
す
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 

） 

 

⑷ 

日
本
ま
た
は
中
国
が
ア
ジ
ア
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
く
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 

） 

 

⑸ 

先
生
は
や
さ
し
い
。
だ
か
ら
、
大
好
き
だ
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 

） 

ア 

順
接 

 
 
 

イ 

逆
接 

 
 
 

ウ 

並
列
・
添
加 

 
 

エ 

説
明 

 
 

オ 

転
換 
 
 
 

カ 

選
択 

 ３ 

次
の
文
章
中
の
―
―
線
①
・
②
・
③
・
④
の
指
示
語
が
指
し
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。（
各
８
点
） 

 
 

こ
ん
虫
や
ク
モ
な
ど
は
、
さ
わ
ら
れ
る
と
、
死
ん
だ
ま
ね
を
し
ま
す
。
①
そ
れ
は
小
鳥
や
カ
エ
ル
な
ど
は
、
動
い
て
い
る
も
の

を
お
そ
う
く
せ
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
虫
や
ク
モ
が
死
ん
だ
ま
ね
を
し
て
動
か
な
い
で
い
る
と
、
②
こ
れ
を
食
べ
ず
に
行
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。 

 
 

ヤ
ド
カ
リ
は
、
い
つ
も
じ
ょ
う
ぶ
な
ま
き
貝
の
家
を
せ
お
っ
て
く
ら
し
て
い
ま
す
が
、
敵
が
く
る
と
、
さ
っ
と
、
③
こ
の
か
ら

の
中
に
身
を
か
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ノ
ム
シ
は
、
が
の
幼
虫
で
す
が
、
細
い
え
だ
や
葉
を
か
み
切
っ
て
ミ
ノ
を
作
り
、

④
そ
の
中
に
は
い
っ
て
く
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ヤ
ド
カ
リ
や
ミ
ノ
ム
シ
は
、
か
ら
を
か
ぶ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
自
分

の
身
を
守
る
の
で
す
。 

 

① 

そ
れ 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

② 

こ
れ 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

③ 

こ
の 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

④ 

そ
の 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 ４ 

次
の
文
を
、
接
続
語
を
入
れ
て
二
つ
の
文
に
し
な
さ
い
。（
８
点
） 

 
 
 

 

 
 
 

東
京
は
と
て
も
す
ず
し
い
が
、
福
岡
は
ま
だ
暑
い
ら
し
い
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

  
 

 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑯ 

接
続
語
・指
示
語 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
各
文
の
―
―
線
部
の
う
ち
、
敬
語
の
使
い
方
と
し
て
不
適
切
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
部
分
を
正
し
く
直
し
な
さ
い
。

ま
ち
が
い
が
な
け
れ
ば
○
を
つ
け
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

 

⑴ 

先
生
が
申
さ
れ
た
こ
と
ば
を
ノ
ー
ト
に
書
き
つ
け
る
。 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

冷
め
な
い
う
ち
に
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

先
生
、
父
が
、
あ
す
、
お
う
か
が
い
し
た
い
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。（ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 

） 

⑷ 

先
生
が
い
た
し
た
と
お
り
に
す
れ
ば
ま
ち
が
い
な
い
と
思
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

） 

 
 ２ 

次
の
各
文
の
―
―
線
の
部
分
は
、
ア
て
い
ね
い
語
、
イ
尊
敬
語
、
ウ
謙
譲
語
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
各
５
点
） 

 

⑴ 

あ
し
た
お
電
話
い
た
し
ま
す
。（ 

 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 

 

⑵ 

校
長
先
生
が
絵
を
ご
ら
ん
に
な
る
。（ 

 
 
 

） 

⑶ 

わ
た
し
が
あ
し
た
、
ま
い
り
ま
す
。（ 

 
 
 

） 
 
 

 
 
 

⑷ 

お
客
様
を
ご
案
内
す
る
。（ 

 
 
 

） 
 

 

⑸ 

こ
れ
は
わ
た
し
の
か
い
た
絵
で
ご
ざ
い
ま
す
。（ 

 
 
 

） 
 

⑹ 

あ
の
山
が
富
士
山
で
す
。（ 

 
 
 

） 

 

３ 

次
の
各
文
の
―
―
線
の
部
分
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
り
ま
す
か
。
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

き
の
う
、
発
表
会
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。 

 

（ 
 
 
 

） 

⑵ 

ご
は
ん
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

先
生
が
、
ま
も
な
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 
 

 

（ 
 
 
 

） 

⑷ 

と
な
り
の
人
か
ら
パ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

（ 
 
 
 

） 

⑸ 

今
、
家
に
は
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。 

（ 
 
 
 

） 

 
 

ア 

も
ら
う 

 
 

イ 

聞
く 

 
 
 

ウ 

い
る 

 
 

エ 

飲
む 

オ 

食
べ
る 

 
 

カ 

来
る 

 
 
 

キ 

す
る 

 
 

ク 

行
く 

 ４ 

次
の
表
の
空
ら
ん
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
あ
と
か
ら
選
ん
で
、
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 
 
 
 
 
 

 

        
 

ア 

申
し
上
げ
る 
 
 

イ 

め
し
あ
が
る 

 
 

ウ 

言
う 

 
 

エ 

す
る 

オ 

食
べ
る 

 
 
 
 

カ 

な
さ
る 

 
 
 
 

キ 

見
る 

 
 

ク 

拝
見
す
る 

 

５ 

次
の
各
文
の
―
―
線
部
を
〔 

 

〕
内
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
敬
語
に
直
し
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

⑴ 

し
ば
ら
く
待
っ
て
く
だ
さ
い
。〔
尊
敬
語
〕 

 

（ 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 

） 
 

⑵ 

先
生
が
来
る
。〔
尊
敬
の
助
動
詞
を
使
っ
て
〕 

 

（ 
 
 
 

 
  

 
 
  

 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑺
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑸
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑶
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑴
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

こ 

と 

ば 
 

お
っ
し
ゃ
る 

⑹
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 

）
い
う
う
う
う

う ⑷
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

ご
ら
ん
に
な
る 

尊 

敬 

語 

    

けんけん 

⑻
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

い
た
だ
く 

 
 

い
た
す 

⑵
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

謙 

譲 

語 

 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑰ 

敬
語 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

水
に
流
す
（ 

 
 
 

） 
 

⑵ 

恩
に
き
る
（ 

 
 
 

） 

⑶ 

図
に
の
る
（ 

 
 
 

） 
 

⑷ 

気
が
な
い
（ 

 
 
 

） 

⑸ 

あ
さ
は
か
（ 

 
 
 

） 

 
 

ア 

考
え
の
あ
さ
い
こ
と 

 
 

イ 
そ
れ
ま
で
の
わ
だ
か
ま
り
を
捨
て
去
る 

 
 
 

ウ 

あ
り
が
た
く
思
う 

 
 

エ 

調
子
に
の
る 

 
 
 

オ 

気
の
り
し
な
い 

 
 

カ 

正
気
に
も
ど
る 

 
 

 

 

２ 

次
の
故
事
成
語
の
意
味
と
し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
あ
と
の
ア~

カ
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

背
水
の
陣 

（ 
 
 
 

） 
 

⑵ 

矛
盾
（ 

 
 
 

） 
 

⑶ 

杞
憂 

 

（ 
 
 
 

） 

 

⑷ 

五
十
歩
百
歩
（ 

 
 
 

） 
 

⑸ 

蛇
足
（ 

 
 
 

） 
 

⑹ 

四
面
楚
歌
（ 

 
 
 

） 

ア 

と
り
こ
し
苦
労
。 

 
 
 
 

イ 

た
い
し
て
ち
が
い
が
な
い
。 

 

ウ 

ま
わ
り
を
敵
に
か
こ
ま
れ
る
。 

 
 

エ 

何
度
も
文
章
を
練
り
直
す
。 

オ 

む
だ
で
よ
け
い
な
物
事
。 

 
 

カ 

決
死
の
か
く
ご
で
事
に
あ
た
る
。 

 
 

キ 

わ
ざ
と
負
け
る
。 

 
 
 
 

ク 

つ
じ
つ
ま
が
あ
わ
な
い
。 

 

３ 

下
の
〔 

 

〕
内
の
意
味
に
な
る
よ
う
に
、
（ 

 

）
に
漢
字
一
字
を
入
れ
て
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

他
力
（ 

 

）（ 
 

） 
 

〔
他
人
の
力
を
か
り
て
事
に
あ
た
る
こ
と
。
〕 

 

⑵ 

適
（ 

 

）
適
（ 

 

） 

〔
そ
の
人
に
あ
っ
た
仕
事
な
ど
を
あ
た
え
る
こ
と
。〕 

⑶ 

（ 
 

）
転
（ 

 

）
起 

〔
何
回
失
敗
し
て
も
、
そ
の
た
び
立
ち
上
が
る
こ
と
。〕 

 

⑷ 

（ 
 

）
進
（ 

 

）
歩 

〔
た
え
ず
、
し
か
も
早
く
進
歩
す
る
こ
と
。
〕 
 
 

 

⑸ 

（ 
 

）
肉
（ 

 

）
食 

〔
弱
い
も
の
が
強
い
も
の
の
ぎ
せ
い
に
な
る
こ
と
。〕 

 ４ 

下
の
〔 

 

〕
内
の
意
味
に
な
る
よ
う
に
、
（ 

 

）
に
、
体
の
一
部
を
表
す
漢
字
一
字
の
こ
と
ば
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

（
各
４
点
） 

 

⑴
（ 

 
 

）
が
立
た
な
い 

〔
相
手
が
強
く
て
、
か
な
わ
な
い
。〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

⑵
（ 

 
 

）
を
す
ま
す 

 

〔
よ
く
聞
こ
う
と
し
て
、
注
意
を
集
中
す
る
。〕 

 
 

⑶
（ 

 
 

）
が
あ
く 

 
 

〔
仕
事
が
か
た
づ
い
て
ひ
ま
に
な
る
。〕 

 
 
 
 
  

 

⑷
（ 

 
 

）
を
ま
く 

 
 

〔
と
て
も
感
心
す
る
。
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑸
（ 

 
 

）
が
高
い 

 
 

〔
じ
ま
ん
す
る
。
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 ５ 

次
の
和
語
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ア 

た
い
へ
ん
さ
わ
が
し
い 

 
 
 
 
 
 
 

 

ア 

と
つ
ぜ
ん 

 

 

⑴ 

お
び
た
だ
し
い 
 

イ 

た
い
へ
ん
い
そ
が
し
い 

 

⑵ 

と
っ
さ 

 

イ 

短
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ウ 

た
い
へ
ん
多
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ウ 

し
ゅ
ん
か
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ア 

は
ら
だ
た
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ア 

ふ
る
ま
い 

 

 

⑶ 

い
ま
い
ま
し
い 

 

イ 

な
ま
い
き
な 

 
 
 
 
 

⑷ 

ま
れ 

 
 

イ 

め
ず
ら
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ウ 

う
た
が
わ
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ウ 

し
び
れ
る 

 
 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑱ 

語
句
の
意
味
・用
法
（１
） 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
意
味
の
熟
語
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

さ
し
し
め
す
こ
と
。 

 

（ 

ア 

指
示 

 

イ 

指
事 

 

ウ 

支
持 

） 

 

⑵ 

気
に
か
か
る
こ
と
。 

 
（ 

ア 

感
心 

 

イ 

歓
心 

 

ウ 

関
心 

） 

⑶ 

お
く
ぶ
か
い
よ
う
す
。 
（ 
ア 

身
長 

 

イ 

深
長 

 

ウ 

新
調 

） 

⑷ 

心
に
か
な
う
こ
と
。 

 

（ 
ア 
会
心 

 

イ 

改
心 

 

ウ 

回
心 

） 

 

２ 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
、
あ
と
の
ア~

ツ
か
ら
三
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

 

⑴ 

直
す 

（ 
 
 
 
 
 

 
 

） 
 
 
 
 

⑵ 

通
る
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

消
え
る
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

 

⑷ 
絶
つ
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑸ 

結
ぶ 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑹ 

差
す
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

ア 

合
格
す
る 

 
 
 

イ 

聞
こ
え
な
く
な
る 

 
 

ウ 
終
わ
り
と
す
る 

 
 

エ 

さ
え
ぎ
る 

オ 

光
が
入
る 

 
 
 

カ 

表
面
に
あ
ら
わ
れ
る 

 

キ 

も
と
の
よ
う
に
す
る 

ク 

ほ
ろ
ぼ
す 

ケ 

水
な
ど
を
そ
そ
ぐ 

コ 

い
な
く
な
る 

 
 
 
 

サ 

知
れ
わ
た
る 

 
 
 

シ 

ゆ
わ
え
る 

ス 

な
か
ま
に
な
る 

 

セ 

修
理
す
る 

 
 
 
 
 

ソ 

見
え
な
く
な
る 

 
 

タ 

か
な
う 

 
 

チ 

や
め
る 

 
 
 
 

ツ 

あ
ら
た
め
る 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

３ 

次
の
各
文
に
は
ま
ち
が
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
や
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
ば
に
―
―
線
を
引
き
、
意
味
が
通
る
よ

う
に
書
き
直
し
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

彼
は
い
つ
も
む
だ
話
を
し
て
油
を
買
っ
て
い
る
。（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 
 

⑵ 

秋
に
な
る
と
、
た
く
さ
ん
虫
が
泣
く
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

部
長
に
変
え
て
課
長
に
行
か
せ
た
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

⑷ 

弟
は
、
人
前
で
は
い
つ
も
犬
を
か
ぶ
る
。 

  

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

４ 

次
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
、
あ
と
か
ら
選
ん
で
書
き
入
れ
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

星
が
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
と
か
が
や
い
て
い
ま
す
。 

⑵ 

計
画
が
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
運
ぶ
。 

⑶ 

雪
が
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
と
降
っ
て
い
る
。 

⑷ 

む
か
し
の
こ
と
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
思
う
。 

 

⑸ 

赤
ち
ゃ
ん
が
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
と
ね
む
っ
て
い
ま
す
。 

 

〔 

し
み
じ
み 

 
 

す
い
す
い 

 
 

す
や
す
や 

 
 

き
ら
き
ら 

 
 

し
ん
し
ん 

〕 

 

５ 

次
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
、
二
字
の
熟
語
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

き
ょ
う
か
ら
（ 

 
 
 
 

）
一
転
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
つ
も
り
で
生
き
る
。 

⑵ 

彼
は
自
分
の
発
明
を
自
画
（ 

 
 
 
 

）
し
た
。 

⑶ 

鳥
は
、
大
空
を
自
由
（ 

 
 
 
 

）
に
飛
び
ま
わ
る
。 

⑷ 

彼
ら
は
（ 

 
 
 
 

）
同
音
に
、
自
分
た
ち
の
正
し
さ
を
主
張
し
た
。 

 Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑲ 

語
句
の
意
味
・用
法
（２
） 

名前 

とく点 

／100 



  

１ 

次
の
各
文
に
読
点
（
、）
を
一
か
所
打
つ
と
し
た
ら
、
ど
こ
が
最
も
適
当
で
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

雨
が
ア 

上
が
る
と 
イ

美
し
い 

ウ

に
じ
が 

エ

か
か
っ
て
い
た
。 

⑵ 

わ
た
し
が 

ア

飼
っ
て
い
る 

イ

犬
は 

ウ

と
て
も 

エ

か
わ
い
い
。 

⑶ 

雪
は 

ア

よ
う
や
く 

イ

や
ん
だ
が 

ウ

風
は 

エ

お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。 

 ２ 

次
の
各
文
は
読
点
（
、）
の
打
ち
方
が
ま
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
最
も
適
当
な
位
置
に
一
か
所
読
点
を
打
ち
直
し
な
さ
い
。 

 

⑴ 

あ
ん
な
に
、
が
ん
ば
っ
た
の
に
成
績
は
最
下
位
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
各
５
点
） 

⑵ 

用
事
が
、
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
家
に
帰
る
つ
も
り
だ
。 

⑶ 

兄
は
父
か
ら
も
ら
っ
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
る
。 

 

３ 

次
の
文
章
に
句
点
を
四
つ
、
読
点
を
四
つ
、
「 

。」
を
一
か
所
付
け
て
、
正
し
く
書
き
直
し
な
さ
い
。（
16
点
） 

 
 

 

ぼ
く
と
妹
は
父
と
外
出
す
る
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
午
後
に
な
る
と
風
と
雨
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
父
は
こ
れ
で
は
外

出
で
き
な
い
な
と
言
い
ま
し
た
ぼ
く
た
ち
は
と
て
も
が
っ
か
り
し
ま
し
た 

 
 
 
 
 

 

  

４ 

次
の
各
文
を
、
こ
と
ば
を
変
え
な
い
で
、
①
・
②
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
読
点
を
打
っ
て
、
書
き
直
し
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

兄
は
き
の
う
父
か
ら
き
た
手
紙
を
読
ん
だ
。 

①
「
手
紙
が
き
た
」
の
が
、「
き
の
う
」
で
あ
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

 

） 

 
 

②
「
手
紙
を
読
ん
だ
」
の
が
、「
き
の
う
」
で
あ
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

 

） 

⑵ 

ぼ
く
は
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
勉
強
を
し
て
い
る
弟
に
話
し
か
け
た
。 

 

①
「
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
る
」
の
は
、「
弟
」
で
あ
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

） 

 
 

②
「
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
る
」
の
は
、「
ぼ
く
」
で
あ
る
。（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

） 

 ５ 

次
の
作
文
を
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
っ
て
、
あ
と
の
原
稿
用
紙
に
書
き
写
し
な
さ
い
。（
30
点
） 

 
 
 
 

 
 

し
ょ
う
来
の
夢 

 
 
 
 

五
年 

山
田
洋
子 

 
 
 
 

わ
た
し
は
し
ょ
う
来
、
動
物
園
か
水
族
館
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
友
だ
ち
は
、「
そ
れ
は
い
い
仕
事
だ
ね
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、
動
物
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。 

 
 

 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑳ 

文
章
中
の
符
号
・原
稿
用
紙
の
使
い
方 

名前 

とく点 

／100 



  

１ 

次
の
各
組
の
文
の
中
か
ら
、
こ
と
ば
の
使
い
方
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

ア 

教
室
は
、
ま
る
で
水
を
打
っ
た
よ
う
に
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。 

イ 

ぜ
ひ
、
わ
た
し
の
家
に
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

ウ 

こ
の
こ
と
で
は
、
け
っ
し
て
自
分
が
悪
い
と
思
う
。 

 
 
 

エ 

た
と
え
雨
が
ふ
っ
て
も
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
は
お
こ
な
わ
れ
る
。 

⑵ 

ア 

早
め
に
手
を
打
た
な
い
と
、
ひ
害
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

イ 

こ
ん
な
む
ず
か
し
い
問
題
に
は
、
手
も
足
も
出
な
い
。 

 
 
 

ウ 

今
日
は
、
朝
か
ら
手
に
汗
を
に
ぎ
る
暑
さ
だ
。 

 
 
 

エ 

試
合
の
結
果
が
気
に
な
っ
て
、
勉
強
が
手
に
つ
か
な
い
。 

 

２ 

次
の
各
文
は
、
―
―
線
部
分
の
こ
と
ば
の
使
い
方
が
ま
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
部
分
を
正
し
く
書
き
直
し
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

ぼ
く
が
く
や
し
か
っ
た
の
は
、
試
合
に
負
け
て
し
ま
っ
た
。 

 
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

） 

⑵ 

こ
の
空
も
よ
う
だ
か
ら
、
よ
も
や
雨
は
ふ
る
だ
ろ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

た
と
え
苦
し
か
っ
た
か
ら
、
ゴ
ー
ル
ま
で
走
り
ま
す
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑷ 

先
生
は
い
か
に
も
満
足
し
た
ら
、
大
き
く
う
な
ず
い
た
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑸ 

わ
た
し
の
希
望
は
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で
働
き
た
い
と
思
う
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑹ 

わ
た
し
た
ち
は
、
見
た
り
聞
い
た
こ
と
を
、
作
文
に
書
い
た
。（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑺ 

母
は
つ
く
っ
た
お
弁
当
は
、
い
つ
も
と
て
も
お
い
し
い
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

） 

 

３ 

次
の
各
文
中
の
（ 

 
 

）
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
（
各
６
点
） 

 

⑴ 

（ 
 
 
 

）
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
、
答
え
ら
れ
な
い
。 

 
 

ア 

や
ぶ
か
ら
棒 

 
 

イ 

右
か
ら
左 

 
 

ウ 

後
の
祭
り 

⑵ 

わ
た
し
た
ち
は
（ 

 
 
 

）
父
の
帰
り
を
持
っ
た
。 

ア 

首
を
長
く
し
て 

 
 
 

イ 

頭
を
か
か
え
て 

 
 
 

ウ 

目
を
細
く
し
て 

⑶ 

み
ん
な
に
笑
わ
れ
て
、（ 

 
 
 

）
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
。 

ア 

し
み
じ
み
と 

 
 
 

イ 

す
ご
す
ご
と 

 
 
 

ウ 

ま
ざ
ま
ざ
と 

⑷ 

そ
ん
な
取
る
に
（ 

 
 
 

）
こ
と
で
腹
を
立
て
て
は
い
け
な
い
。 

ア 

過
ぎ
な
い 

 
 
 

イ 

落
ち
な
い 
 
 
 

ウ 

足
ら
な
い 

 

⑸ 

テ
ス
ト
が
終
わ
っ
た
の
で
、（ 

 
 
 

）
を
の
ば
し
て
遊
ん
だ
。 

ア 

足 
 
 
 

イ 

手 
 
 
 

ウ 

羽 

⑹ 

持
っ
て
（ 

 
 
 

）
言
い
方
は
や
め
て
、
は
っ
き
り
言
っ
て
く
だ
さ
い
。 

ア 

集
め
た 

 
 
 

イ 

回
っ
た 

 
 
 

ウ 

付
け
た 

 

 

４ 

次
の
二
つ
の
こ
と
ば
を
使
っ
て
、
二
十
字
以
内
の
短
い
文
を
書
き
な
さ
い
。
ど
ら
ち
の
こ
と
ば
を
先
に
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
（
10
点
） 

友
だ
ち
・
む
げ
に 

 
 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
㉑ 

短
い
文
を
書
く 

名前 

とく点 

／100 



  

１ 

次
の
文
に
続
く
文
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

こ
の
大
会
に
は
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
。（ 

 
 
 

） 

⑵ 

わ
た
し
は
、
す
ぐ
に
勉
強
を
始
め
た
。（ 

 
 
 

） 

⑶ 

午
後
は
ず
っ
と
家
に
い
よ
う
か
。（ 

 
 
 

） 

 

⑷ 

約
束
の
時
間
に
な
っ
て
も
、
木
村
君
は
来
な
か
っ
た
。（ 

 
 
 

） 

 

⑸ 

そ
の
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
が
ふ
っ
て
い
た
。（ 

 
 
 

） 

 
 

ア 

そ
れ
と
も
、
ど
こ
か
へ
出
か
け
よ
う
か
。 

 
 

イ 

な
ぜ
な
ら
、
次
の
日
に
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

 
 

ウ 

た
だ
し
、
一
週
間
前
ま
で
に
申
し
こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

エ 

だ
か
ら
、
ぼ
く
た
ち
は
予
定
の
電
車
に
乗
れ
な
か
っ
た
。 

 
 

オ 

け
れ
ど
も
、
ぼ
く
は
い
つ
も
の
よ
う
に
散
歩
に
で
か
け
た
。 

 

２ 

次
の
文
中
の
（ 

 

）
に
ふ
さ
わ
し
い
指
示
語
を
書
き
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

君
が
言
い
た
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
（ 

 
 
 
 
 

）
考
え
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。 

⑵ 

わ
た
し
は
会
場
に
入
り
ま
し
た
。（ 

 
 
 
 
 

）
に
は
、
た
く
さ
ん
の
小
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

⑶ 

い
っ
た
い
だ
れ
が
（ 

 
 
 
 
 

）
こ
と
を
言
っ
た
の
で
す
か
。
あ
な
た
の
聞
き
ち
が
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

⑷ 

こ
の
洋
服
も
ほ
し
い
し
、
あ
の
洋
服
も
ほ
し
い
。（ 

 
 
 
 
 

）
を
買
う
か
な
か
な
か
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

⑸ 

わ
た
し
は
、
京
都
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
は
（ 

 
 
 
 
 

）
に
行
き
た
い
で
す
か
。 

 

⑹ 

向
こ
う
に
高
い
山
が
見
え
ま
す
ね
。（ 

 
 
 
 
 

）
山
が
、
こ
れ
か
ら
わ
た
し
た
ち
が
登
る
朝
日
山
で
す
。 

 

⑺ 

先
生
の
と
な
り
に
背
の
高
い
外
国
人
が
い
ま
す
ね
。（ 

 
 
 
 
 

）
が
新
し
い
英
語
の
先
生
で
す
。 

 

３ 

次
の
各
組
の
三
つ
の
文
を
正
し
い
順
に
な
ら
べ
か
え
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
各
10
点
） 

 

⑴ 

ア 

で
も
、
わ
た
し
は
母
を
手
伝
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。 

 
 
 

イ 

母
は
、
い
つ
も
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る
。 

ウ 

つ
と
め
に
出
て
い
る
う
え
に
、
家
事
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 

→ 
 
 
 

→ 
 
 
 

） 

⑵ 

ア 

だ
か
ら
、
他
人
の
め
い
わ
く
に
な
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。 

 
 
 

イ 

け
れ
ど
も
、
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。 

ウ 

電
車
は
み
ん
な
が
利
用
す
る
公
共
の
乗
り
物
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 

→ 
 
 
 

→ 
 
 
 

） 

４ 

次
の
文
に
続
く
文
を
、
示
さ
れ
た
接
続
語
に
続
け
て
、
十
五
字
以
上
二
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。（
各
10
点
） 

 

⑴ 

運
動
会
の
日
が
近
づ
い
て
き
た
。（
だ
か
ら
） 

 

 
 
 

 

 

⑵ 

こ
の
商
品
は
質
が
と
て
も
よ
い
。（
し
か
も
） 

 

 
 
 
 

 

Ｍ
Ｊ 

小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
㉒ 

文
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
書
く 

名前 

とく点 

／100 



Ｍ
Ｊ
小
５
国
語 

確
認
テ
ス
ト
解
答 

①
五
十
音
図
・
か
な
づ
か
い 

１ 

え
・
へ 

 

は
・
わ
（
順
不
同
） 

２
⑴
き
ょ
う
は
と
て
も
あ
つ
い
。 

⑵
ひ
き
だ
し
の
な
か
に
ひ
ん
と
が
あ
る
。 

３
⑴
か
わ
づ
た
（
い
） 

⑵
じ
め
ん 

 

⑶
み
ぢ
か
（
な
） 

⑷
お
お
ど
お
（
り
） 

４
⑴
ア
・
イ 

⑵
イ
・
イ
・
ア 

５
⑴
日
本
は
、
と
て
も
じ
し
ん
の
お
お
い
国
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。 

 

⑵
ち
か
ぢ
か
行
く
と
い
う
メ
モ
が
こ
づ
つ
み
の
中
に
入
っ
て
い
た
。 

解
説 

 
 

「
ジ
・
ズ
」
と
発
音
す
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
「
じ
・
ず
」
と
書
く
が
、
①
二
つ
の
こ

と
ば
が
合
わ
さ
っ
て
で
き
た
こ
と
ば
（
「
は
な
ぢ
」
「
み
か
づ
き
」
な
ど
）、
②
同
じ
発
音
が

重
な
っ
て
い
る
こ
と
ば
（
「
ち
ぢ
む
」「
つ
づ
く
」
な
ど
）
は
、
「
ぢ
・
づ
」
と
書
く
。 

 

②
漢
字
の
成
り
立
ち
・
部
首 

１
① 

目
・
日
・
門
（
順
不
同
） 

② 

本
・
一
・
末
（
順
不
同
） 

 

③ 

多
・
鳴
・
森
（
順
不
同
） 

④ 

晴
・
花
・
問
（
順
不
同
） 

２ 

会
意
文
字
／
明
・
息
（
順
不
同
） 

形
声
文
字
／
紙
・
板
（
順
不
同
） 

３
⑴
ま
だ
れ 

⑵
に
く
づ
き 

⑶
し
た
ご
こ
ろ 

⑷
な
べ
ぶ
た 

 

 

⑸
に
す
い 

⑹
う
し
へ
ん 

⑺
り
っ
し
ん
べ
ん 

⑻
え
ん
に
ょ
う 

４
⑴
社 

⑵
指 

⑶
登 

 

５
⑴

（
く
に
が
ま
え
） 

⑵

（
ご
ん
べ
ん
） 

⑶

（
し
ん
に
ょ
う
） 

 

 

⑷

（
か
ね
へ
ん
） 

６
⑴
流 

 

③
漢
字
の
画
数
・
筆
順 

 

１
⑴ 

３ 

⑵ 

５ 

⑶ 

６ 

⑷ 

９ 

⑸ 

４ 

⑹ 

４ 

２
⑴ 

６ 

⑵ 

３ 

⑶ 

３ 

⑷ 

８ 

⑸ 

６ 

⑹ 

９ 

３
⑴ 

オ 

⑵ 

カ 

⑶ 

キ 

⑷ 

ウ 

４
⑴ 

８ 

⑵ 

４ 

⑶ 

６ 

⑷ 

５ 

５
⑴ 

イ 

⑵ 

イ 

⑶ 

イ 

⑷ 

イ 

解
説 

 
 

ま
ち
が
え
や
す
い
画
数
の
部
首
と
し
て
、

（
３
画
）、

（
３
画
）、

（
３
画
）、

（
６
画
）
な
ど
が
あ
る
。 

 

④
辞
典
の
使
い
方 

１
⑴
す
ば
ら
し
い
…
５ 

ス
タ
ー
ト
…
１ 

す
ば
こ
…
３ 

す
ば
や
い
…
４ 

 

ス
パ
イ
ク
…
２ 

⑵
作
品
…
３ 

作
文
…
４ 

作
家
…
５ 

作
戦
…
２ 

 

作
図
…
１ 

解
説 

 
 

国
語
辞
典
を
引
く
場
合
、
濁
音
や
半
濁
音
は
清
音
の
あ
と
に
、
小
さ
く
書
く
「
ゃ
」「
ゅ
」 

「
ょ
」「
っ
」
は
「
や
」「
ゆ
」「
よ
」「
つ
」
の
あ
と
に
あ
る
。 

２
⑴

・
８ 

⑵

・
10 

⑶

・
３ 

⑷
言
・
３ 

３
⑴
イ 

⑵
ア 

⑶
イ 

４
⑴
と
り
こ
わ
す 

⑵
と
ぼ
し
い 

⑶
た
の
む 

５
⑴
の
ぞ
（
ん
だ
） 

⑵
ろ
う
に
ゃ
く 

⑶
そ
う
さ
い 

⑷
き
じ
ょ
う 

６
⑴
エ 

⑵
カ 

⑶
ア 

⑷
イ 

 

⑤
漢
字
の
読
み
方
・
送
り
が
な 

１
⑴
イ 

⑵
エ 

⑶
ア 

⑷
エ 

⑸
ウ 

⑹
ア 

⑺
ウ 

⑻
イ 

２
⑴
イ 

⑵
ウ 

３
⑴
へ
た 

⑵
た
な
ば
た 

⑶
く
だ
も
の 

⑷
か
わ
ら 

⑸
け
さ 

⑹
け
し
き 

４
⑴
ア 

⑵
ア 

⑶
ア 

⑷
イ 

５
⑴
費
や
す 

⑵
快
く 

⑶
整
え
る 

⑷
耕
す 

解
説 

 
 

動
詞
の
送
り
が
な
の
つ
け
方
は
、
活
用
す
る
部
分
（
形
が
変
化
す
る
と
こ
ろ
）
か
ら
送
る

の
が
原
則
だ
が
、「
費
や
す
」「
整
え
る
」
な
ど
例
外
の
も
の
も
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
覚
え

よ
う
。 

６
⑴
う 

⑵
め
る 
⑶
む 

⑷
れ
る 

⑸
し
い 

 



⑥
同
音
・
同
訓
異
字
と
同
音
異
義
語 

１
⑴
ア
測 

イ
図 

ウ
計 

⑵
ア
明 

イ
開 

ウ
空 

⑶
ア
暑 

イ
厚 

ウ
熱 

 
⑷
ア
衛
生 

イ
衛
星 

ウ
永
世 

２
⑴
ア
芽 
イ
画 

ウ
賀 

⑵
ア
特 

イ
得 

ウ
徳 

 

３
⑴
会
→
合 
⑵
治
→
収 

⑶
登
→
上 

⑷
努
→
務 

⑸
議
→
義 

 

４
⑴
イ 

⑵
イ 

⑶
イ 
⑷
ウ 

⑸
ア 

５
⑴
ア
高
価 

イ
効
果 
ウ
校
歌 

 

⑵
ア
対
象 

イ
対
照 

ウ
対
称 

 

⑶
ア
過
程 

イ
家
庭 

ウ
仮
定 

 

⑷
ア
機
械 

イ
器
械 

ウ
機
会 

解
説 

 
 

こ
の
他
に
よ
く
使
わ
れ
る
同
音
異
義
語
と
し
て
、
⑴
「
コ
ウ
カ
」
に
は
「
硬
貨
」「
降
下
」

な
ど
、
⑵
「
タ
イ
シ
ョ
ウ
」
に
は
「
大
賞
」「
大
勝
」
な
ど
、
⑶
「
カ
テ
イ
」
に
は
「
課
程
」

な
ど
が
あ
る
。 

 

⑦
熟
語
の
組
み
立
て
／
三
字
熟
語
・
四
字
熟
語 

１
ア
⑥ 

イ
⑦ 

ウ
⑤ 

エ
⑧ 

オ
② 

カ
③ 

キ
④ 

ク
⑨ 

２
⑴
未 

⑵
然 

⑶
的 

⑷
不 

⑸
無 

⑹
非 

⑺
性 

⑻
化 

解
説 

 

「
非
」（「
非
力
」「
「
非
常
識
」
な
ど
）
と
、「
不
」（「
不
安
定
」「
不
法
」
な
ど
）
は
、
い
ず

れ
も
下
の
字
の
意
味
を
打
ち
消
す
語
で
あ
る
が
、
下
の
字
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
が
つ
く
か
は
決

ま
っ
て
い
る
。
一
つ
の
語
と
し
て
覚
え
る
よ
う
に
し
よ
う
。 

３
⑴
公 

⑵
減 

⑶
他 

⑷
暗 

⑸
遠 

⑹
強 

４
⑴
中 

⑵
考 

⑶
敗 

⑷
極 

５
⑴
感
謝
＋
状 

⑵
春
＋
夏
＋
秋
＋
冬 

⑶
前
代
＋
未
聞 

⑷
南
＋
太
平
洋 

６
完
全
無
欠
・
自
由
自
在
・
一
部
始
終
・
交
通
整
理
・
地
方
自
治
・
世
界
平
和
（
順
不
同
） 

 

 

⑧
類
義
語
・
対
義
語 

１
⑴
エ 

⑵
エ 

⑶
イ 

⑷
ウ 

２
⑴
自
然
（
天
然
） 

⑵
和
式 

⑶
下
校 

⑷
平
和 

⑸
解
散 

３
⑴
キ 

⑵
ア 

⑶
イ 

⑷
エ 

⑸
コ 

⑹
オ 

⑺
ク 

⑻
カ 

４
⑴
ア
・
エ 

⑵
ア
・
イ 

⑶
ア
・
エ 

⑷
イ
・
ウ 

解
説 

 
 

⑷
「
風
光
」
は
「
自
然
の
美
し
い
な
が
め
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、「
景
観
」
の
類
義
語

で
あ
る
。 

５
⑴
イ 

⑵
ウ 

⑶
エ 

⑷
イ 

６
⑴
ウ 

⑵
サ 

⑶
ケ 

⑷
ア 

⑸
イ 

⑹
エ 

⑺
コ 

⑻
オ 

 

⑨
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句 

１
⑴
犬 

⑵
す
っ
ぽ
ん 

⑶
ね
こ 

⑷
す
ず
め 

解
説 

 
 

⑴
は
「
で
し
ゃ
ば
る
と
災
難
に
あ
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
「
何
か

を
し
て
い
る
う
ち
に
思
い
が
け
な
い
幸
運
が
あ
る
」
と
い
う
、
反
対
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。 

２
⑴
七
十
五
（
七
五
） 

⑵
一
・
十
（
一
〇
） 

⑶
三 

⑷
二
・
一 

３
⑴
ウ 

⑵
エ 

⑶
ア 

⑷
イ 

⑸
オ 

⑹
ク 

⑺
キ 

⑻
カ 

４
⑴
頭 

⑵
首 

⑶
顔 

⑷
足 

 

 

⑩
文
・
文
節
・
単
語 

１
⑴
ウ 

⑵
イ 

⑶
ウ 

２
⑴
ウ 

⑵
イ 

⑶
ア 

３
⑴
丘
の
｜
上
に
、
｜
サ
ル
ビ
ア
の
｜
花
が
｜
さ
い
て
｜
い
る
。 

 

⑵
門
の
｜
前
で
｜
犬
が
｜
ほ
え
て
｜
い
ま
す
。 

 
⑶
父
さ
ん
に
、
｜
マ
ン
ガ
本
を
｜
買
っ
て
｜
も
ら
っ
た
。 

 
⑷
妹
を
｜
連
れ
て
、
｜
商
店
へ
｜
買
い
物
に
｜
行
く
。 

 

⑸
日
が
｜
か
げ
る
と
、
｜
風
が
｜
出
て
｜
き
て
、
｜
雨
が
｜
ふ
り
出
し
た
。 

解
説 

 
 

⑸
「
出
て
く
る
」
は
「
出
る
」
と
「
く
る
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
ふ
り
出
す
」

は
二
つ
の
動
詞
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
た
動
詞
な
の
で
、
一
語
の
動
詞
と
な
る
。 

４
⑴
き
み
｜
は
｜
外
国
｜
へ
｜
行
っ
｜
た
｜
こ
と
｜
が
｜
あ
る
｜
か
。 



 
⑵
明
日
｜
の
｜
朝
｜
は
｜
早
く
｜
起
き
｜
て
｜
遠
足
｜
に
｜
出
か
け
る
。 

 
⑶
母
｜
が
｜
作
る
｜
料
理
｜
は
｜
み
ん
な
｜
お
い
し
い
。 

 

⑷
こ
っ
ち
｜
の
｜
部
屋
｜
の
｜
ほ
う
｜
が
｜
し
ず
か
だ
。 

 

⑸
さ
わ
や
か
な
｜
風
｜
が
、
｜
秋
｜
が
｜
近
い
｜
こ
と
｜
を
｜
告
げ
｜
て
｜
い
る
。 

 

⑪
主
語
・
述
語
・
修
飾
語 

１
⑴
主
語
ウ 

述
語
オ 
⑵
主
語
イ 

述
語
エ 

⑶
主
語
ウ 

述
語
オ 

 

⑷
主
語
オ 

述
語
カ 

２
⑴
イ 

⑵
ウ 

⑶
ウ 

⑷
ウ 

３
⑴
ウ 

⑵
イ
・
ウ 

⑶
ウ
・
エ 

⑷
カ 

解
説 

 
 

⑴
ア
「
こ
れ
は
」
、
⑵
ア
「
子
ど
も
た
ち
は
」、
⑶
ア
「
ぼ
く
は
」、
⑷
オ
「
月
が
」
は
そ
れ

ぞ
れ
「
修
飾
語
」
で
は
な
く
「
主
語
」
で
あ
る
。 

４
⑴
ウ 

⑵
ア 

⑶
ア 

⑷
ウ 

⑸
イ 

５
Ａ
一
人
の 

 

Ｂ
け
わ
し
い 

Ｃ
山
道
を 

Ｄ
頂
上
へ
と 
Ｅ
少
年
が 

Ｆ
登
っ
た 

 

⑫
単
語
の
種
類
／
名
詞
・
代
名
詞 

１
⑴
エ 

⑵
イ 

⑶
ア 

⑷
イ 

解
説 

 
 

⑵
ア
・
ウ
・
エ
は
も
の
ご
と
の
性
質
や
よ
う
す
な
ど
を
表
す
「
形
容
動
詞
」
で
あ
る
が
、

イ
「
学
校
だ
」
は
「
学
校
（
名
詞
）
」
＋
「
だ
（
断
定
の
助
詞
）」
で
あ
る
。
形
容
動
詞
は
「
～

な
＋
名
詞
」（
「
安
全
な
学
校
」
な
ど
）
の
形
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
⑴
エ 

⑵
キ 

⑶
イ 

⑷
ウ 

３
⑴
ア 

⑵
イ 

⑶
ア 

⑷
エ 

⑸
ウ 

⑹
エ 

⑺
イ 

⑻
ア 

４
⑴
エ 

⑵
ウ 

⑶
エ 

⑷
ウ 

５
⑴
①
悲
し
み 

②
悲
し
さ 

⑵
①
明
る
さ 

②
明
る
み 

 

⑬
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞 

１
⑴
①
美
し
く 

②
美
し
け
れ 

③
美
し
い
か
ろ 

 

⑵
①
読
め 

②
読
ま 

③
読
み 

２
⑴
静
か
だ 

⑵
清
ら
か
だ 

⑶
さ
わ
や
か
だ 

⑷
ま
っ
さ
お
だ 

３
⑴
く
る 

⑵
住
む 

⑶
働
く 

⑷
使
う 

４
⑴
ウ 

⑵
イ 

解
説 

 
 

⑴
ア
・
イ
の
「
な
い
」
は
「
来
ぬ
」「
書
け
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
「
ぬ
」
で
置
き
か
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
打
ち
消
し
の
助
動
詞
で
あ
る
が
、
ウ
の
「
な
い
」
は
「
寒
く
な
い
」
と

い
う
形
容
詞
の
一
部
で
あ
る
。 

５
⑴
（
覚
）
め
る
・
ま
す 

⑵
（
消
）
え
る
・
す 

⑶
（
散
）
る
・
ら
す 

 

⑷
（
折
）
れ
る
・
る 

 

６
⑴
○エ 

⑵
○イ 

⑶
○ア 

⑷
○ウ 

 

⑭
副
詞
／
擬
声
語
・
擬
態
語 

１
⑴
ウ 

⑵
エ 

⑶
ア 

⑷
キ 

⑸
カ 

⑹
ク 

⑺
オ 

２
⑴
よ
う
な 

⑵
ま
い 

⑶
く
だ
さ
い 

⑷
た
ら 

解
説 

 
 

⑵
「
よ
も
や
」
は
打
ち
消
し
推
量
の
副
詞
で
、
「
～
だ
ろ
う
」
「
～
ま
い
」
と
呼
応
す
る
。

「
よ
も
や
負
け
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３
⑴
エ 

⑵
コ 

⑶
ウ 

⑷
ア 

⑸
ケ 

⑹
キ 

⑺
ク 

⑻
カ 

４
⑴
く
る
く
る
（
ぐ
る
ぐ
る
） 

⑵
ぴ
か
ぴ
か 

５
⑴
イ 

⑵
コ 

⑶
ク 

⑷
ア 

⑸
キ 

⑹
エ 

⑺
オ 

⑻
ケ 

 
 

⑮
助
詞
・
助
動
詞 

１
⑴
イ 

⑵
ア 

⑶
イ 

⑷
ウ 

解
説 

 
 

⑶
イ
の
「
そ
う
だ
」
は
伝
聞
、
他
は
推
定
の
助
動
詞
で
あ
る
。
「
暑
く
な
り
そ
う
だ
」
で

あ
れ
ば
推
定
の
意
味
に
な
る
。 

２
⑴
イ 

⑵
ア 
⑶
ウ 

⑷
イ 

⑸
ア 

３
⑴
ウ 

⑵
ア 

⑶
イ 
⑷
エ 

４
⑴
エ 

⑵
ア 

⑶
イ 
⑷
ウ 

⑸
オ 



５
⑴
ウ 

⑵
ア 

 

⑯
接
続
語
・
指
示
語 

１
⑴
イ 

⑵
ア 

⑶
ウ 

⑷
エ 

⑸
カ 

２
⑴
そ
れ
か
ら
・
ウ 

⑵
だ
け
ど
・
イ 

⑶
つ
ま
り
・
エ 

⑷
ま
た
は
・
カ 

 

⑸
だ
か
ら
・
ア 

３
①
〔
例
〕
こ
ん
虫
や
ク
モ
な
ど
が
、
さ
わ
ら
れ
る
と
死
ん
だ
ま
ね
を
す
る
こ
と
。 

 

②
〔
例
〕
死
ん
だ
ま
ね
を
し
て
（
動
か
な
い
で
）
い
る
こ
ん
虫
や
ク
モ
。 

 

③
〔
例
〕
じ
ょ
う
ぶ
な
ま
き
貝
（
の
家
）
。 

 

④
〔
例
〕
細
い
え
だ
や
葉
を
か
み
切
っ
て
作
っ
た
ミ
ノ
。 

解
説 

 
 

指
示
語
が
何
を
指
し
て
い
る
か
を
考
え
る
と
き
は
、
特
に
直
前
の
一
文
に
着
目
す
る
。
答

え
が
合
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
る
に
は
、
指
示
語
の
部
分
に
答
え
を
当
て
は
め
て
み
て
意
味

が
と
お
れ
ば
よ
い
。 

４
〔
例
〕
東
京
は
と
て
も
す
ず
し
い
。
し
か
し
（
け
れ
ど
も
・
だ
が
・
と
こ
ろ
が
）、
福
岡
は
ま

だ
暑
い
ら
し
い
。 

 

⑰
敬
語 

１
⑴
お
っ
し
ゃ
っ
た
（
言
わ
れ
た
） 

⑵
め
し
あ
が
っ
て
（
お
め
し
あ
が
り
・
お
食
べ
に
な
っ

て
） 

⑶
○ 

⑷
な
さ
っ
た
（
な
さ
れ
た
） 

２
⑴
ウ 

⑵
イ 

⑶
ウ 

⑷
ウ 

⑸
ア 

⑹
ア 

３
⑴
ク 

⑵
オ 

⑶
カ 

⑷
ア 

⑸
ウ 

４
⑴
キ 

⑵
ク 

⑶
エ 

⑷
カ 

⑸
オ 

⑹
イ 

⑺
ウ 

⑻
ア 

５
⑴
お
待
ち
（
に
な
っ
て
） 

⑵
来
ら
れ
る 

解
説 

 
 

⑵
「
尊
敬
の
助
動
詞
を
使
っ
て
」
と
い
う
指
示
が
あ
る
の
で
、
正
解
は
助
動
詞
「
れ
る
・

ら
れ
る
」
を
使
っ
た
尊
敬
表
現
の
「
来
ら
れ
る
」
と
な
る
。
「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
は
尊
敬
表

現
と
し
て
は
正
し
い
が
、
こ
こ
で
は
不
適
当
。 

 

⑱
語
句
の
意
味
・
用
法(

１)  

１
⑴
イ 

⑵
ウ 

⑶
エ 

⑷
オ 

⑸
ア 

２
⑴
カ 

⑵
ク 

⑶
ア 

⑷
イ 

⑸
オ 

⑹
ウ 

３
⑴
（
他
力
）
本
願 

⑵
（
適
）
材
（
適
）
所 

⑶
七
（
転
）
八
（
起
） 

 

⑷ 

日
（
進
）
月
（
歩
） 

⑸
弱
（
肉
）
強
（
食
） 

 

解
説 

 
 

⑶
こ
れ
以
外
に
「
七
」
と
「
八
」
が
付
く
四
字
熟
語
に
は
「
七
転
八
倒
」
が
あ
る
。 

４
⑴
歯 

⑵
耳 

⑶
手 

⑷
舌 

⑸
鼻 

５
⑴
ウ 

⑵
ウ 

⑶
ア 

⑷
イ 

 

⑲
語
句
の
意
味
・
用
法(

２)  

１
⑴
ア 

⑵
ウ 

⑶
イ 

⑷
ア 

２
⑴
キ
・
セ
・
ツ
（
順
不
同
） 

⑵
ア
・
サ
・
タ
（
順
不
同
） 

⑶
イ
・
コ
・
ソ
（
順
不
同
） 

⑷
エ
・
ク
・
チ
（
順
不
同
） 

⑸
ウ
・
シ
・
ス
（
順
不
同
） 

⑹
オ
・
カ
・
ケ
（
順
不
同
） 

３
⑴
買
（
っ
て
）
→
売
（
っ
て
） 

⑵
泣
（
く
）
→
鳴
（
く
） 

⑶
変
（
え
て
）
→
代
（
え
て
） 

⑷
犬
→
ね
こ 

解
説 

 
 

⑶
「
か
え
る
」
は
「
変
え
る
」「
代
え
る
」「
換
え
る
」「
替
え
る
」
な
ど
の
漢
字
が
よ
く
用

い
ら
れ
、
使
い
分
け
が
難
し
い
。
こ
の
文
で
は
「
代
理
」
「
交
代
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
の
で
「
代
え
て
」
が
適
当
。 

４
⑴
き
ら
き
ら 

⑵
す
い
す
い 

⑶
し
ん
し
ん 

⑷
し
み
じ
み 

⑸
す
や
す
や 

５
⑴
心
機 

⑵
自
賛 

⑶
自
在 

⑷
異
口 

 
⑳
文
章
中
の
符
号
・
原
稿
用
紙
の
使
い
方 

１
⑴
イ 
⑵
ウ 

⑶
ウ 

２
⑴
あ
ん
な
に
が
ん
ば
っ
た
の
に
、
成
績
は
最
下
位
だ
っ
た
。 

⑵
用
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
家
に
帰
る
つ
も
り
だ
。 

⑶
兄
は
、
父
か
ら
も
ら
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
る
。 

３ 

ぼ
く
と
妹
は
、
父
と
外
出
す
る
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。
午
後
に
な
る
と
、
風
と
雨
が
強



く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
父
は
、「
こ
れ
で
は
外
出
で
き
な
い
な
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た

ち
は
、
と
て
も
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。 

４
⑴
①
兄
は
、
き
の
う
父
か
ら
き
た
手
紙
を
読
ん
だ
。 

 

②
兄
は
き
の
う
、
父
か
ら
き
た
手
紙
を
読
ん
だ
。 

⑵
①
ぼ
く
は
、
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
勉
強
を
し
て
い
る
弟
に
話
し
か
け
た
。 

②
ぼ
く
は
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
、
勉
強
を
し
て
い
る
弟
に
話
し
か
け
た
。 

解
説 

 
 

⑴
①
「
兄
は
」
の
後
に
読
点
を
打
つ
と
、
「
き
の
う
父
か
ら
き
た
」
が
ひ
と
ま
と
ま
り
の

こ
と
ば
と
な
る
。
②
「
き
の
う
」
の
後
に
読
点
を
打
つ
と
、「
き
の
う
」
が
「
読
ん
だ
」
を
修

飾
す
る
こ
と
に
な
る
。 

５ 
 

          

㉑
短
い
文
を
書
く 

１
⑴
ウ 

⑵
ウ 

２
⑴
負
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ 

⑵
ふ
ら
な
い
だ
ろ
う
（
ふ
る
ま
い
） 

⑶
苦
し
く
て
も 

⑷
満
足
し
た
よ
う
に 

⑸
働
く
こ
と
だ 

⑹
聞
い
た
り
し
た 

 

⑺
母
が
つ
く
っ
た
（
母
の
作
っ
た
） 

３
⑴
ア 

⑵
ア 

⑶
イ 

⑷
ウ 

⑸
ウ 

⑹
イ 

 

４
〔
例
〕
友
だ
ち
の
た
の
み
だ
か
ら
、
む
げ
に
断
れ
な
い
。 

解
説 

 
 

「
む
げ
に
」
と
は
「
す
げ
な
く
」「
そ
っ
け
な
く
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
。「
友
だ
ち
」
と

い
う
こ
と
ば
と
組
み
合
わ
せ
る
の
で
、「
む
げ
に
～
で
き
な
い
」
と
い
う
文
脈
が
適
当
。 

 

㉒
文
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
書
く 

１
⑴
ウ 

⑵
イ 

⑶
ア 

⑷
エ 

⑸
オ 

２
⑴
そ
の 

⑵
そ
こ 

⑶
そ
ん
な 

⑷
ど
れ
（
ど
ち
ら
） 

⑸
ど
こ 

⑹
あ
の 

⑺
あ
ち
ら 

３
⑴
イ
→
ウ
→
ア 

⑵
ウ
→
ア
→
イ 

 

４
⑴
〔
例
〕
だ
か
ら
、
み
ん
な
熱
心
に
練
習
し
て
い
る
。 

⑵
〔
例
〕
し
か
も
、
ね
だ
ん
が
ひ
じ
ょ
う
に
安
い
。 

解
説 

 
 

⑵
「
し
か
も
」
は
「
そ
の
う
え
」「
そ
れ
に
加
え
て
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
。
よ
っ
て
、

「
商
品
」
の
利
点
や
長
所
を
述
べ
る
内
容
の
文
が
続
け
ば
よ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


